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1概 説

●

1

本媒 体 変 換 シ ステ ムは,デ ー タ記録 の諸 媒 体 の 相互 変 換 及 び ホ ス ト ・マ シ ン

の スル ープ ッ ト向上 の ため の効 果 的媒 体 へ の変換 と コ ー ド ・フ ォマ ッ ト等 の変

換を 行 な う シス テム で あ る。

本 シ ステ ム は,マ イ ク ロ ・プ ロセ ッサ を内 蔵す る制 御装 置 を有 し,会 話 形 式

によ り所定 の変 換 を行 な う。

本 システ ム の機器 構 成 と ソ フ トウ ェア構 成 は次 図 に示 す 通 りで あ る。

1.1機 器 構成

タイ ピ ュ ー タ装 置

TTY

CRTデ ィスプレイ装置

CRT

PROMラ イ タi装置

Z(

↓

UPC

F

(Z80,ROM4KB,RAM24KB)

フ ロ ッ ピ ー ・デ ィ ス ク装 置

⊂ 三((UN・T・ ・)

口 口
ROM

－ ∫ 、
モ デ ム ・イ ン タ フ ェ ー ス

カ セッ ト磁気 テープ装置

⑭
磁気テープ装置

○
カー ド読取装置

CD

装 置 型 名

FDD
松下 通信

JK-885SR

CMT TEACMT-2

MT TEACMT-1000

CD EPSON5210

TTY タイピュータ ー550

CRT VDSDP-470

ROM ANDOR-2708

モデム ・

イ ンタフェース
ANDOR

－1



1.2ソ フ トウ ェ ア 構 成

常駐 管理プ ログラム

ジ ョブ管 理 等

媒 体変換
プログ ラム

ROM→ROM変 換

ROM→CMT変 換

KB→PT変 換

ユーテ ィリテ ィ ・プロ グラム

プ ログ ラム登録

プ ロ グ ラム削除

デ ィレク トリ ・ダンプ

テス ト・プログ ラム
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皿 システムの運用準備

2.1電 源 投 入手 順

メイ ン ・ラ ックの電 源釦 を下記 の手 順 で投 入す る。

(1)電 源釦 ③ 番 以降 は常時ONの 状態 とす る。

(2)各 人 出力 装 置 のAC釦 は常 時ONの 状態 とす る。

(3)(1),(2)の 状態 で,電 源釦 ①,② 番 を投 入 す る。

その 結果,本 シ ステ ムが稼 動 状態 とな る。

カセッ ト磁気 テープ装置/

＼ /

ン

/

＼

匝

/

[]

r、
)

(
＼ノノ

磁気テープ装置

/

＼PROMラ イタ雄

oooo

i口 ぺ
/

'

日

プ ロ ッピ ー ・ディスク装 置

項番 釦名称

o
/
/

電源釦

① 王電 源釦

② MT〃

③ CPU〃

田 口日口口口口r/

④ FDD〃

⑤ TTY〃

⑥ CRT〃＼

⑦ CDR〃

! ⑧ 余 備 〃

メ イ ン ラ ッ ク正面 図

一3一



2.2電 源切 断 手 順

メイ ン ・ラ ックの電 源 釦 を下 記 の手 順 で切 断す る。

(1)電 源 釦② を 切断 す る。

(2)電 源釦 ① を切断 す る。

(3)そ の他 の電 源釦 及 び 各 人 出 力装 置 のAC釦 はONの 状 態 とす る。

γ

4一



,

皿 システムの起動

電源投入完了後,次 の手順に より本 システムの起動を行 なう。

3.1シ ス テ ム 用 フ ロ ッ ピ ー ・デ ィ ス ケ ッ ト装 着

所 定 の シ ス テ ム 用 フ ロ ッ ピ ー ・デ ィ ス ケ ッ トを フ ロ ッ ピ ー ・デ ィ ス ク装 置

のUNIT1側 に 装 着 す る 。

3.2ジ ョ ブ 管 理 の 起 動

電 源 投 入 後CRTデ ィ ス フ。レ イ の24ラ イ ン,カ ラム1に カ ー ソル が 位 置

し,キ ー 入 力 可 能 状 態 と な る。

但 し,メ モ リ ・チ ェ ッ ク が 正 当 で な け れ ば,

t'ROMERROR"

orttMEORYERROR"

が 表 示 され,SYSTEMERRORの ラ ン プ が 点 灯 す る。

使 用 者 は,カ ー ソル の 位 置 を 確 認 し て 所 定 の ジ ョブ ・コ マ ン ドを 入 力す る・

3.2.1ジ ョ ブ ・コマ ン ドの 形 式

/× × × × ×× ↓ CRTデ ィスプ レイ入力エ リア

}一 一ーーー一}

L_ド

㌫ ∴}ジ ・ブ・・マンド
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① 起 動 要求 コ ー ド(ス ラ ッン ユ)

ジ ョブ管理 の起 動 を 要求 す る。

② プ ログ ラム名

規 定 され た プ ロ グ ラム名 を 入 力す る。最 大6文 字 とす る。

③ 復 帰 コrド

キ イ入 力 の終 了 を 意 味 し,入 力終 了後 システ ム 、・デ ィス ケ ッ トよ り該当

す るプ ログ ラム がRAMへ 転 送 され,実 行 され る。

¶

●

セ
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3.3.2ジ ョ ブ ・コ マ ン ドの 種 類

項番 コマ ン ド名 称 機 能
、

1 /SYCR エ コ ー ・バ ッ クをcRTへ 指 定

2 /SYTY エ コ ー ・バ ッ ク をプ リ ン タへ 指 定

3 /PCON 媒体変換起動

4 /PREG プ ログラム登録起動

5 /PDEL プ ログラム削除起動

6 /PDUMP プ ーロ グ ラ ム ・デ ィ レク ト リ ・ダ ン プ 起 動

7 /FDIZ FDDイ ニ シ ャ ライ ズ起 動

8 /TMTEST タイ マ ・テ ス ト起 動

9
'

/METEST メ モ リ ・テ ス ト起 動 ・

10 /TYTEST タイ ピ ュ ー タ ・テ ス ト起 動

11 /CRTEST CRTデ ィ スプ レイ ・テ ス ト起 動

12 /CMTEST カ セ ッ ト磁 気 テ ープ ・テ ス ト起 動

13 /FDTEST フ ロ ッ ピ ー ・デ ィ ス ク ・テ ス ト起 動

14 /MTTEST 磁 気 テ ー プ ・テス ト起動

15 ,/CDTEST カ ー ド ・リ ー ダ ・テ ス ト起 動

16 /ROTEST ROMラ イ タ ・テ ス ト起 動

17 /MDTEST モ デ ム ・イ ン タ フ ェ ー ス ・テ ス ト起 動

キ ー入 力 の エ コー ・バ ック及 び メッセ ージ の対 象機 器 の切 替 え を下 記 の 方

法 で行 な う ∴ 、

/SYTYコ マ ン ド;

CRTデ ィス フ。レイ表示 をTTY表 示 に切替 え る。

/SYCRコ マ ン ド;

TTY転 を ・RTデ,ス プ レイ表示 四 散 る。

-7・ 一



3.3.3キ イ 入力に 関 す る規約

(1)入 力終 了記 号

本 記号 を 復帰 コー ド(t'↓")と す る。

(2)1文 字 訂 正

入 力 した文 字 を 訂正 す る に は,ラ ブ ・ア ウ トを 入 力 す る。

エ コー ・バ ックは③ を表示 し,特 にCRTの 場 合 は,カ ー ソル を ラブ ・ア

ウ ト入力 に相当 す る文字 分戻 し て表 示 す る。

(3)1ラ イ ン消去

入 力 終 了記 号入 力前 に1ラ イ ン消去 す る場合,"↑"コ ー ドを入 力す る。

3.3.4エ ラ ー処理

(1)不 当 コマ ン ドの場合

規定 外 の コマ ン ドが 検 出 され る と,"CE"を 表 示 し,コ マ ン ド入力待 ち

とな る。

規定 コマン ドを確認 の上再度入 力す る。

② プ ロ グ ラム不在 の場 合

正 当 な コマ ン ドで あ って も,フ ロッ ピー ・デ ィス クに該 当す るプ ログ ラ

が 存 在 し崩 れ ば,・NF・(N。 、F6und)を 表示 し,・ マ ン ド入 力待 ち

とな る。

UNIT1デ ィス クの デ ィ レク トリを/PDUMPコ マ ン ドに よ り確認 し,

デ ィス クの破 壊 か否 か を調 べ る。

(3}転 送 エ ラー の場合.

フロ ッピー転送 エ ラーが あ る場 合,"RE"(ReadError)を 表示 し,

コマ ン ド入力待 ち とな る。

一一8－
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3.3.5CRTデ ィ ス プ レ イ 画 面 表 示

メ

ッ

セ

ー

ジ

表

示

エ

リ

ア

余 白

入力 エア

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2468101214161820222a262830323436384042447274767880

/PCON

INPUTMT

OUTPUTCMT

IRWD

REWINDOK

ORWD

REWINDOK

GG/

COMMANDERROR

GO

WRITEOK

MTBLOCK119

CMTBLOCK472

TMWT1

TMWRITEOK

IRWD

REWINDOK

ORWD

REWINDOK

EOJ

EOJ ＼
」

・コマ ン ド以 外の メ ッセ ージ表 示 開始 カ ラム

コマン ド表示 開始 カ ラム

(1)メ ッセ ージ表示 エ リア

① キ ー入 力 に対 して エ ゴ ーバ ック され た 入 力 エ リアか ら転 送 され る場 合,

或 はCPUよ りメ ッセ ー ジを表 示 す る場 合 に使 用 され る。

② 表示 方法 は,縦 ライ ンは1・2・3… …22の 順 と し,そ の後 は ス ク ロ

ール ・ア ップす る。

② 入 力 エ リア

① キ ー入 力 時 の エ コー バ ック ・エ リア或 はCPUよ り問 合 せ メ ッセ ー ジ

表示 に使 用 す る。

② キ イ入 力後 復 帰 コー ドで メ ッセ ー ジ ・エ リア に転送 され る。

但 し,Breakキ ー は単一 文字 と して エ コー .・バ ック され な い。

-9-一1一



IVシ ステムの障 害 事 項

シ ス テムの 異 常 状態 に よ り処 理 が続 行 不 能 に な った とき は,シ ステ ム ・エ ラ

ー と な り ます。

シス テ ム ・エ ラーには 下記 の要 因 が あ るo

①CPU

主 電 源投 入 後CRTデ ィ スプ レイ に カー ソル表 示 がで きず,暴 走 状 態 に な

っ た場 合CPUが 故 障 した こ とに な る。

② メモ リ

主 電 源投 入 後 メモ リ ・テ ス トを行 な った結 果

"ROMERROR"

或 は"RAMERROR"

の メ ッセ ージ がCRTデ ィスプ レイに表 示 され,SYSTEMERRORの ラ

ン プが 点灯 した場 合,メ モ リが故 障 した ことに な る。

③FDD

シス テム用 ユ ニ ッ ト1のFDD装 置 が 不 良 の場 合,シ ステ ム ・エ ラー と な

るo

尚,メ イ ン
.・ラ ック正 面 にあ る ラ ンプは下 記 の通 りで ある。

ERRORSYSTEMROMPOWER

ERRORWRITE

－10一

主電 源投入 後点 灯

PROMラ イ タ書込時 点灯

'
システム ・エ ラー時点灯

各1/0エ ラー時点灯

イ

ト

、

∀
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V媒 体変換の運用

5.1媒 体 の 装 着

5.1.1シ ス テ ム 用 フ ロ ッ ピ ー ・デ ィ ス ケ ッ ト

所 定 の デ ィ ス ケ ッ トをUNIT1側(メ イ ン ラ ッ ク正 面 図 で 左 側)に 装 置

す る。

`

UNIT2(媒 体変換用)

UNIT1(シ ステム用)

5.1.2ROM

読 取 ・書込 可 能 なプ ロ グ ラム ・ソケ ッ ト,読 取 専 用の マ ス タ ・ソケ ッ トの

区別 に注 意 し,目 的 に応 じて 該当 ソケ ッ トにROMを 装 着 し,レ バ ーを倒 す。

レ ノ寸一

ジ
プ ログ ラム ・ソケ ッ ト

マ ス タ ソケ ッ ト

5.1.3MT

次図 の状 態 の通 りMTを 装置 し ます 。

読 取専 用 のMTの 場 合 は,プ ロテ ク ト ・リン グを セ ッ トす るのが 望 しい。

手動 にて ロー ド ・'ポイ ン トに戻 す には,UNLOAD釦 を押 下後 ロ ー ド ・ポ

イ ン トの近 傍 でLOAD釦 を押 下す るこ と。

一11一
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レ↓小ドスクツイフ

●

'一一

＼づ川沖フ

UNLOADス イ ッチ

LOADス イ ッチ

パ ワー ・スイッチ(常 時ONに す る)

●

・

弓
`

5.1.4CMT

フ ァイル プ ロテ ク ト

スイ ッチ

カセ ッ トロー ドスイ ッチ

'

1

・カ セ ッ トサ イ ドスイ

イ

ず
/r

1」[/

/同
工曾㎞噺 曾具 ・＼

/
■

」

ト

ッチ

‡ リ→(蒜 《L噛

リール ・キ ャップ(RFV)

・ポ ケ ッ トカバ ー窓
㎡

d
.

、

1.P=垣一
1

イ ジ ェ ク トボ タ ン

旬

「∀
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5.1.5CD

`

●

日
M竿
口口口口 日
READYRUNFEEDDATAOFF

③ ②ERROR①

カ ー ド ・リーダ 平 面 図

パ ワ ー釦(常 時ONで よい)①

START釦②

読 取 時 にONに す る。

CIＬEAR(RESET)釦③

ERRORLAMP(FEED,DATA)ON後,再 ス ター トす る場 合,

本釦 を 押下 し,START釦 を押 下 す る。

④PUNCH釦

媒 体 が パ ンチ ・カー ドで あ れ ばPUNCHを,マ ー ク ・カ ー ドで あ れ ば

MARK釦 を押下 す る。

⑤ ホ ッパ ー

カ ー ド押 え を左 端 に位置 す る様 セ ッ トす る・

一13一



5.2各 媒体 の変換 時 注 意 事項

5.2.1媒 体名 の略 称

略 称 媒 体

ROM リ ー ド ・オ ン リ ・ メ モ リ

MT 磁気 テ ープ

CMT カセ ッ ト磁 気 テ ープ

PT' 紙 テ ープ

FDD フ ロ ッ ピ ー ・デ ィ ス ク

CD 紙 カ ー ド

KB キ ー ・ ボ ー ド.

5.2.2変 換時 の 注意 事項

(1)ROM

① 書込 む コ ー ドはバ イ ナ リとす る。

② 使 用 す るROMはINTEL2708相 当 品 とす る。

(2)MT及 びCMT

① シ ングル ・フ ァイル 及 びマ ル チ ・フ ァイル いずれ も取 扱可 とす るが,

特 に両媒 体 が 出力側 に 指 定 され た場 合 は,所 定 の フ ァイル形 態 に準 じた

テ ごプ ・マ ー クを 出力 す るこ と。(参 照:TMWTコ マ ン ド)
主

② .両 媒 体 が入 力側 に 指定 され た場 合 は,フ ァイル 形態 に準 じた テ ー プ ・

マ ー クを 指 定 して,該 当す るフ ァイルを 探 索 す る こと。

(参 照:ITMSCコ マ ン ド)

BOTTM(テ ープ ・マ ー ク)一
シ ン グル ・フ ァイ ル
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③ ラベ ル,ノ ン ラベ ル い ず れ も取 扱 い 可 と す るが,ラ ベ ル を 出 力 す る場

合 は,ラ ベ ル ・フ ィ ー ル ドとデ ー タ ・フ ィ ー ル ド間 は テ ー プ ・マ ー ク が

あ った 方 が 望 し い 。

、

BOTTM一
デ ー タ ・フィ ール ドブベ ノレ

フ ィール ド

④ 媒 体 にあ る ブ ロ ック数(ラ ベル 及 び デ ー タ)以 外 の ブ ロ ッ ク数 を 指定

し ない こと。

⑤ テ ープ ・マ ー クの あ る媒 体 同 士 の 内容 を 比較 す る場 合 は,テ ー プ ・マ

ー ク探 索 コマ ン ドに よ り磁 気 ヘ ッ ドの位置 を 合せ る こと。

(3)FDD

① 両面 ・倍 密度 の媒 体 を使 用 す るこ と。

② 適 用 す る フォ マ ッ トは,IBMデ ィ スケ ッ ト2Dの フ ォマ ッ トに 限定

す る。

③ 領域 指定 は,フ ァイ ル名 に よ る指定 と直接 領域 指 定 が あ る。

フ ァイル 名 に よ る指 定;

IBMデ ィ レク トリ.・フォ マ ッ トに準拠 す るが,複 数 ボ リュー ム標

識 は対 象 外 とす る。

使 用す る コマ ン ドはPOLABL,GOLABL入 力の場合はILABL

とす る。

直 接領 域 指 定;

IBMデ ィ レ ク トリ ・フ ォ マ ッ トに依 らず,ユ ーザ 個 有 の フ ォマ ッ

トを形 成 す る場合 に 使 用す る。

本 指定 に よ る場 合,φ トラ ックは指 定 で きず1ト ラ ッ ク,1セ ク タ
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以 降 とす る。

使 用す る コマ ン ドは,FROMコ マ ン ドTOコ マ ン ドとす る。

④ 他 の媒体(特 にMT)を 入 力 側,FDDを 出力側 に指定 して 変換 す る

場 合,入 力の ブ ロッ クがFDDの 領域 内 に入 る様 にす る こ と。

FDDが マル チ ・ボ リ ューム にな る場 合 は,再 度領 域 指定 を行 な うこ

と。

⑤ フ ァイル 名 に よ る領 域 指定 の場 合,個 別 の フ ァイル名 を 削除 す る こ と

はで きな い。

⑥ 指 定 で き る領域 は下 記 の 通 りで あ る。

FDD最 終 ア ドレス=76ト ラ ック52セ ク タ

(4)PT

①ROMePTの 場 合 に限 り,PTの フォ マ ッ トはイ ンテル ・オブ ジ ェ

ク ト・フ ォ マ ッ トとす る。

②ROM⇔PT以 外 の場 合,PTの フォ マ ッ トは規 定 しな い。

従 って,読 取 終 了 は,紙 テ ープの物 理 的 終 了位 置,即 ち紙 テ ープ の終

端 を以 って 読取 終 了 とす る。

(5)CD

①CD→ROM場 合 に限 り,フ ォマ ッ トを 規 定す る。

即 ち,デ ー タの 並 び は16進 数2桁 で1バ イ トを 表現 す る。

デ ー タの 終 了 は,ブ ラン ク ・コー ド2桁 以 上連 続 した場合 とす る。

②CD→ROM以 外 の場 合,デ ータの終 りは,ブ ラン ク ・カ ー ド1枚 入

力 され た 場 合 とす る。

(6)コ ー ド変 換

変換 で きな い コー ドは ゼ ロにす る。

一16一
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5.3コ マ ン ド形 式

5.3.1一 覧 表

コ マ ン ド 機 能 備 考

INPUT△ ××× 入力媒体指定

OUTPUT△ × ×× 出力媒体指定

INCOD△ × ×× 入 力媒 体 コー ド系 指定

OTCOD△ × ×× 出 力媒 体 コー ド系 指 定

IBLGT△ × ××× 入 力媒 体 デ ー タ ・ブ ロック長 指定 1

OBLGT△ × ××× 出 力媒体 デ ー タ ・ブ ロ ック長 指 定

ILABL△ × × 入力媒体 ラベル指定及び入 力

POLABL△ × × 出力媒体 ラベル指定及び 出力

GOLABL△ ×× 出力媒体 ラベル 指定及び入 力

FROM△ × ×,× × FDD先 頭 ア ドレス指 定

TO△ × ×,× × FDD最 終 ア ドレス指定

,L・ST△{舌}
パ ラ メ ータ表 示 指示 オ ペ ラン ド有 り

GO 変換指示

COMP(△ × ××) 比較指示

COPY△ ××× 複製指示

DUMP△{』} ダシプ指示 オペ ラ ン ド有 り

FD パ ン チ ・フ ィ ー ル ド指 示

IRWD 入力媒体巻戻 し指示

ORWD 出力媒体巻戻 し指示

TMWT△ ××× テ ー プ ・マ ー ク 出 力 指 示

ITMSC△ × ×× 入 力媒 体 テ ープ ・マ ー ク探索 指示

OTMSC△ × ×× 出 力媒体 テ ープ ・マ ー ク探索 指示

IZ フロッピー ・ディスク ・フォマッテング 指 示

Break 実行 コマ ン ドの実行 中断指示

CONT 中断解放指示

EOJ 終了指示
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5.3.2コ マ ン ド ・フ ォ マ ッ ト一 般 形

復 帰 コ ー ドL オペ ラン ド(媒 体 記号 等)

ス ペ ー ス

コマ ン ド

(1)コ マ ン ド

一 覧表 に規定 され た コマ ン ド

② スペ ース

コマ ン ドと オペ ラン ドの区切 り記号 で,必 ず1コ の スペ ースを 指定 す る。

(3)オ ペ ラン ド

必 要 なパ ラメー タを 指定 す る。

(4)復 帰 コー ド

本 コー ドで入 力 終 了 を示 す。

5.3.3指 定 コマ ン ド機 能 詳 細

但 し,ラ ベル に 関 し指 定 後 即 実行 とな る。

(1)入 力媒 体 指定 コマ ン ド(INPUT)

INPUT△ ××× ↓

入 力媒 体 の 種 類 を 指定 す る。

一18一
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オ ペ ラン ドは,下 記 の通 り,媒 体 記号 或 は媒 体 番号 を 指定 す る。

媒体

パラ

メー

ROM 磁 気 テー
プ

カセ ッ ト

磁気テー
プ

紙 テープ フロッピL モデム カ ー ド
キ ー ・

ボ ー ド

媒 体

記 号
ROM MT CMT PT

、

FDD MDM CD KB

媒 体

記 号
0 1 2 3 4 5 6 7

1例)

入 力媒体 に磁 気 テ ープ を指 定 す る場 合

INPUT△MT↓orINPUT△1↓

(2)出 力媒体 指定 コマ ン ド(OUTPUT)

OUTPUT△ × ×× ↓

出力媒 体 の種類を指定す る。

オペ ラン ドは,下 記の通り,媒 体記号或 は媒体番号を 指定する。

媒体

ノ'eフ

メ ー タ

ROM
磁気テ ー
プ

カ セ ッ ト

磁 気 テ ー

プ

紙 テ ー プ フ ロ ッ ピ ー
一"

モ ア ム

媒 体
記 号

ROM MT CMT PT
.

FDD MDM

媒 体
記 号

0 1 2 3 4 5

(例)

出力媒 体 に フ ロ ッ ピー を 指定 す る場 合

OUTPUT△FDD↓orOUTPUT△4↓
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(3)入 力媒 体 コー ド系指 定 コマ ン ド(INPUTCODE)

INCOD△ ××× ↓

入 力媒 体 の コ ー ド系 を 指定 す る。

オ ペ ラン ドは,下 記 の通 り,コ ー ド記号 或 は コ}ド 番号 を指定 す る。

コ ー ド

ノ∨ラ

メ 一 夕

ASCII EBCDIC EIA BCD JIS ISO

コー ド

記 号
ASC EBC EIA BCD JIS ISO

コー ド

番 号
0 1 2 3 4 5

(例)

入 力媒体 の コ ー ド系 がEBCDICの 場 合

INCOD△EBC↓orINCOD△1↓

(4)出 力媒 体 コ ー ド系 指定 コマ ン ド(OUTPUTCODE)

OTCOD△ × ×× ↓

出力媒 体 の コ ー ド系 を(3)と 同様 の方 法 で 指 定す る。

(例)

出 力媒 体 の コ ー ド系 がASCIIの 場 合

OTCOD△ASC↓orOTCOD△0↓

一20一
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(5)入 力媒 体 デ ー タ ・ブ ロッ ク長 指定 コマ ン ド(INPUTBLOCK

LENGTH)

IBIＬGT△ × × × × ↓

① 入 力媒 体 のデ ー タ ・ブ ロ ックの長 さを10進(バ イ ト)で 指 定 す る。

② 本 コマ ン ドはMT,CMT及 びMDMに おい て有効 とす る。

③ ブ ロ ックの最大 長 は 下 記 の通 り とす る。

MT;3… ≦IBLGT… …≦2048

CMT;3… ≦IBLGT… ≦256

MDM;3… ≦IBLGT… ≦1024

(例)

カ セ ッ ト磁 気 テ ー プを 入 力媒 体 と し,ブ ロ ック長 を256バ イ トに指定

す る場合

IBLGT△256↓

(6)出 力媒 体 デ ー タ ・ブ ロ ック長 指定 コマ ン ド(OUTPUTBLOCK

OBLGT△ × ××× ↓

LENGTH)

① 出力 媒体 の デ ー タ ・ブ ロッ クの長 さ を10進(バ イ ト)で 指 定 す る。

② 本 コマン ドはMT,CMT及 びMDMに お い て有効 とす る。

③ ブ ロ ックの最 大長 は下記 の通 り とす る。

MT;3… ≦OBLGT≦ ≦2048

CMT;3… ≦OBLGT≦ ≦256

MDM;3… ≦OBLGT… ≦1024

(例)

カ セ ッ ト磁 気 テ ープを 出力媒 体 と し,ブ ロ ック長 を256バ イ トに 指定

す る場 合OBLGT△256↓
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(7)入 力媒 体 ラベ ル 指定 コマ ン ド(INPUTLABEL)

ILABL△ ×× ↓

① 入 力媒体 に ラベル ・ブ ロッ クが 存 在 す る場 合 に指 定 し,オ ペ ラ ン ドは

ラベ ル の ブ ロッ ク長 を意 味 す る。

② 本 コマ ン ドはMT,CMT及 びFDDに お いて 有 効 とす る。

③ 本 コマ ン ドが認 識 され る と,テ キ ス ト ・モ ー ドとな り,入 力時 チ ェ ッ

クす べ き ラベル の内容 を入 力 す る。

④ テ キ ス ト ・モ ー ドか ら コマ ン ド ・モ ー ドへ戻 る にはCTRL/Gを 入力

す る。

⑤FDDの 場合;本 コマ ン ドが 指定 され る と,ラ ベル は デ ィ レ ク トリ中

の ファイ ル名 を意 味 す る。

⑥ ラベ ル ・ブ ロ ック長 は,下 記 の範 囲 で 指 定す る。

CMT,MT;3… ≦ILABL≦ ≦80

FDD';3≦ ≦ILABI」 …≦17

⑦ 本 コマ ン ドが 指定 され ると,ラ ベル を探 索 し下記 の メ ッセ ージが 表示

され る。

ttLABELFOUND";指 定 され た ラベル が探 索 され た ことを

示 す。

"LABELNOTFOUND";指 定 され た ラベ ル が探 索 で きな

か った こ とを示す 。

(例 一1)

入 力媒 体 を磁 気 テー プ と し,80バ イ トの ラベル ・ブ ロ ッ クの 内容 を

探 索す る。

ILABL△80↓}コ マ ン ド ・モ ー ド

VOL1↓
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1蒜}テ キス・-

CTRL/G}テ キ ス ト ・モ ー ド終 了 指示

(例 一2)

FDD.でFILE1の フ ァイル 名 を探 索 す る場合

ILABL△17↓

FILE1↓

CTRL/G

(8)出 力 媒 体 ラベル 出力 指定 コマ ン ド(PUTOUTPUTLABEL)

◆

① 出力媒 体 に ラベル 〔ブ ロ ックを 出力す る場 合 に指定 し,オ ペ ラン ドは

ラベ ル の ブ ロ ック長 を示 す 。

② 本 コマ ン ドはMT,CMT及 びFDDに おい て有 効 とす る。

③ 本 コマ ン ドが認 識 され ると,テ キ ス ト ・モ ー ドとな り出力 す べ き ラベ

ル の 内容 がキ ー ・ボ ー ドよ り入 力可 とな る。

④ テキ ス ト ・モ ー ドか ら コマ ン ド ・'モー ドへ 戻 る に はCTRL/Gを 入 力

す る。

⑤FDDの 場合,本 コマ ン ドが 指定 され る とデ ィ レ ク トリ中 に ファイ ル

名 が登録 され る こ とを示 す 。(フ ァイ ル名 によ る領 域 指 定)

⑥FDDの 場 合,本 コマ ン ドが指定 され ると,デ ィ レ ク トリ中 に同 一 名

の フ ァ イル 名が 存在 す るか 否か を 探索 し,同 一名 で あ れ ば,

ttLABELFOUND"

の メ ッセ ージが 表示 され る。

⑦CMT,MTの 場 合,・本 コマ ン ドが 指定 され ると,入 力 された ラベ ル が
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出力 され る。

⑧.ラ ベル ・ブ ロ ック長 の範 囲 は,ILABLと 同様 とず る。

(例 一1)

出力媒体 を 磁気 テ ープ とし,80バ イ トの ラベ ル を 出力す る場 合

POIＬABL△80↓

VOL1↓

HDR1↓

HDR1↓

CTRL/G

(例 一2)

出力媒 体 をFDDと し,FILE2の フ ァイ ル名 を 出 力す る場 合

POLABL△17↓

FILE2↓

CTRL/G

(9)出 力媒 体 ラベル 入 力指定 コマ ン ド(GETOUTPUTLABEL)

GOLABL△ ×× ↓

① 出力媒 体 の ラベル ・ブ ロ ッ クを 入 力す る場 合 に 指定 し,オ ペ ラ ン ドは

ラベル の ブ ロ ック長 を 示 す。

② 本 コマ ン ・ドはMT,CMT及 びFDDた おい て有効 とす る。

③ 本 コマン ドが認識 され る と,テ キ ス ト ・モ ー ドと な り入 力す べ き ラベ

ル の内容 が キ ー ・ボ ー ドよ り入 力可 と な る。

④ テ キス ト ・モ ー ドか ら コマ ン ド ・モ ー ドへ戻 るにはCTRL/Gを 入

力す る。

⑤FDDの 場合,本 コマ ン ドが 指定 され る と,デ ィ レ ク トリ中の フ ァイ
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ル名 を探 索 す るこ とを 示す 。

⑥ 本 コマ ン ドが 指定 され る と,ラ ベル を探 索 し下 記 の メ ッセ ニジを 表示

す る。

ttLABELFOUND";指 定 され た ラベルが探 索 され た ことを 示

す 。

"LABELNOTFOUND";指 定 され た ラベ ルが 探 索 で きな か

った こ とを示 す 。

⑦ ラベル ・ブ ロ ック長 の範 囲 は,ILABLと 同様 とす る。

(例 一1)

出力媒体 を磁気 テプ とし ・・バ イ トの ラベ・レヴ ・・クの内容を

探 索す る。

GOLABL△80↓

VOL1↓

HDR1↓

HDR1↓

CTRL/G

(例 一2)

FDDでFILE1の ファ イル 名を 探 索 す る場 合

GOLABL△80↓

FILE1↓

CTRL/G

⑩FDD先 頭 ア ドレス指定 コマ ン ド(FROMADDRESS)

FROM△ ×× ×× ↓

① 本 コマ ン ドは入 出力媒 体 がFDDで あ り,IBMフ ォマ ッ ト.のデ ィ レ
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②

③

④

ク トリに依 らず,直 接 先 頭 ア ドレスを 指定 す る場 合 に使 用す る。(直 接

領 域 指 定)

本 コマ ン ドのFDDの 機 番 は2に 固定 され て い る。

オ ペ ラン ドの 指定 は,下 記 の 通 りとす る。

××,×x↓

〕 〕L
→ 復 帰 。一 ド

セ ク タ ・ア ドレ ス(1～52)

区 切 り記号(カ ンマ)

トラ ック ・ア ドレス(1～76)

ILABLコ マ ン ド或はPOLABL,GOLABLとFROMコ マ ン ド

の優 先 順位 は 前者 が 高 い もの とす る。

即 ち,FDDに 対 しILABL/OLABLコ マ ン ドとFROMコ マ ン ド,

TOコ マ ン ドは受 理 され ない。

(例)1・

FDDの 領域を シ一 口 枝分を直接領域指定を行なう場合

FROM△1,1↓

TO△76,52↓

01}FDD最 終 ア ドレス指定 コマ ン ド(TOADDRESS)

TO△ × ×,× × ↓

① 本 コマ ン ドは入 出 力媒 体 が・FDDで あ り,IBMフ ォマ ッ トの デ ィ レ

ク トリに依 らず,直 接 に領域 を 指定 す る場 合 に使 用 す る。(直 接 領域 指

定)

② 本 コマ ン ドはFROMコ マ ン ドと対 に して使 用 す る。
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③ オ ペ ラン ドの 指定 は,FROMコ マ ン ドと同様 で あ る。

④ 本 コマ ン ドとILABL,POLABL,GOLABLコ マン ドは後 者 の 方

が優先 度 が 高 い。

(例)

直接 領域 指定 で,2ト ラ ック2セ ク タよ り1セ ク タ分領 域 を確 保 す る

場 合。

FROM△2,2↓

TO△2,2↓

5.3.4指 示 コマ ン ド機 能 詳細

(1)変 換 指示 コマ ン ド(CONVERSIONGO)

① 本 コ マ ン ドに よ り,指 定 コマ ン ドで 指定 され た パ ラ メー タに従 って 変

換 を 実行 す る。

② 本 コマ ン ドに先 行 す るINPUT,OUTPUTの 指定 が な され て い る

か を チ ェ ック し,指 定 が な けれ ば,

"△ △ △△ △MEI)IA
△NOT△SPECIFIED ."

の メ ッセ ージ を表示 す る。

③ 変 換後,所 定 の完 了 メ ッセー ジを 表示 す る。(付 表 一1を 参照)

④ 変換 実行 途 中 各 人 出 力制御 装置 の状 態 が チ ェ ック され,異 常 が あれ ば

所定 の エ ラー.・ メ ッセ ージを表示 す る。(付 表 一2を 参 照)

⑤ そ の他 詳細 は媒 体 別 取扱 詳細 を 参 照 の こ と。

(例)

入 力 媒体 をCMT,ラ ベル無 し,1ブ ロ ック256バ イ ト,ASCII

コ ー ド
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出力媒 体 をFDD,先 頭 ア ドレス1ト ラ ッ ク1セ ク タ,最 終 ア ドレス

76ト ラ ック52セ ク タと し,変 換 を実行 した 場 合。

1蒜 霊 ↓}入 出力媒体の指定

蒜:2罵'/・ 一・系の指定

IBLGT△256↓}入 力媒体 ブ ロ ック長 指定

1竺 已}出 力媒体アドレス指定

GO↓ ・}変 換 指示

:三11∵52ト ・・セー

◆

(2)比 較 指示 コマ ン ド(COMPARE)

COMP〔 △ × × 〕 ↓

① 本 コマ ゾ ドに よ り,指 定 され たパ ラメ ー タで比 較(ベ リフ ァイ)を 行

な う。

② オペ ラン ド指定 は,ROMが 出力媒 体 として 指 定 され て い る場 合,イ

レー ズ ・パ ター ン として 指定す る。

この場 合 に限 って,プ ログ ラム ・ソケ ッ トのROMと オペ ラン ドで指

定 され たパ ター ン と比 較 す る。

③ 本 コマ ン ドに先 行 す るINPUT,OUTPUTの 指 定 が な されて い る

か を チ ェ ック し,指 定 が なけれ ば,

"△ △ △ △ △MEDIA△NOT△SPECIFIED"

も
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の メ ッセ ージを 表示 す る。

④ 比較 実 行後,所 定 の完 了 メ ッセー ジ(正 当,エ ラー)を 表示 す る。

(付 表 一1参 照)

⑤ 比較 実 行途 中 各人 出力 制御 装置 の状 態 が チ ェ ック され,異 常 が あれ ば,

所定 の エ ラー ・メ ッセ ージ を表 示す る。(付 表 一2参 照)

⑥ そ の他 詳 細 は,媒 体 別 取 扱 詳 細 を 参 照 の こ と。

(例)。

入 力 媒 体:CMT,ラ ベ ル 無 し,1ブ ロ ッ ク=256バ イ ト,JISコ

ー ド

出 力 媒 体:FDD,先 頭 ア ドレ ス1ト ラ ッ ク1セ ク タ,最 終 ア ドレ ス

4ト ラ ッ ク,51セ ク タ

と し,内 容 を 比 較 す る場 合

INPUT△CMT↓

OUTPUT△FDD↓

INCOD△JIS↓

OTCOD△JIS↓

IBLlGT△256↓

FROM△1,1↓

TO△4,51↓

COMP↓

COMPOK

CMTBLOCK590

FDDFROM1,1TO4,52

(3)複 製 指示 コマ ン ド(COPY)
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①ROMを 入 出力媒体 に指定 した場合,即 ちROM→ROM複 製 の場

合,本 コ マ ン ドを 有効 とす る。

② 複 製 個 数 を オ ペ ラ ン ド部で 指 定 す る。

指 定範 囲 は,1～255を 有 効 と し,範 囲外 は エ ラー とす る。

③ 本 コマ ン ドに先 行 す るINPUT,OUTPUTの 指定 が なけ れ ば,

tt△ △△ △ △MEDIA△NOT△SPEC工FIED"

の メ ッセ ー ジを 表 示 す る。

④ 複 製 指 示 実行 後 所 定 の 完 了 メ ッセ ージを 表示 す る・

本 コマ ン ドの場 合,1回 複 製 完 了後,継 続 す るかROM交 換 を行 な う

か 否か の メ ッセ ー ジを 表示 す る。

ttROMCHANGE… …(Y
,N)…?"

⑤ 複 製 実 行 途 中各 人 出力制 御装 置 の状 態 が チ ェ ック され,異 常 が あれ ば

所 定 の エ ラ ー ・メ ッセ ー ジを表 示 す る。

⑥ その 他詳 細 は,媒 体 別 取 扱 詳細 を 参 照 の こ と。

(例)

ROMを2個 複 製 す る。

INPUT△ROM↓

OUTPUT△ROM↓

COPY△2↓

WRITEOK

ROMCHANGE… …(Y,N)…?Y↓

WRITEOK

ROMCHANGE… …(Y,N)…?N↓

(4)ダ ン フ。指 示 コマ ン ド(DUMP)

DUM・ △{HL}↓
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① 入 力媒体 指 定 コマ ン ドによ り指定 され た媒 体 の 内 容 を1・6進 表 示 で ダ

ンプす る こ とを 指 示 す る。

② オ ペ ラン ドは 出 力 対象 機 器 を 示 し,Lで フ。リンタをHでCRTデ ィス

プ レイ を指定 す る。

③CMT,MTの 場 合 は,TMが 検 出 され る と,ダ ン フ。を 終 了 す る。

(例)

1ブ ロ ック1024バ イ トのMTの 内容を プ リンタへ 出 力 し たい 場 合

INPUT△MT↓

IBLGT△1024↓

DUMP△L↓

⑥ パ ンチ ・フィー ド指 示 コマ ン ド(FEED)

① 出 力媒 体指定 コマ ン ドに よ り指定 され た紙 テ ープ(PT)に30cm程 度

の フ ィー ドを 出力す る ことを指 示 す る。

② 本 コマ ン ドは 出 力媒 体 にPTが 指 定 され た場 合 に 有 効 とす る。

(例)

紙 テ ープに フ ィ ー ドを 出 力す る。

OTPUT△PT↓

FD↓

(6)入 力媒 体巻 戻 し指示 コマ ン ド(INPUTREWIND)

IRWD↓
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① 入 力媒 体 指定 コマ ン ドによ り指定 され た媒 体 を ロー ド、ポイ ン トの位

置 まで 巻 戻 す。

② 本 コマ ン ドは入 力媒 体 がCMT或 はMTの 場合 有効 とす る。

(例)

入 力媒 体 のMTを 巻 戻す 。

INPUT△MT↓

IRWD↓

(7)出 力媒 体 巻 戻 し指 示 コマ ン ド(OUTPUTREWIND)

ORWD↓

① 出 力媒 体 指定 コマ ン ドに よ り指定 された媒 体 を ロー ド ・ポイ ン トの位

置 まで巻 戻 す。L

② 本 コマ ン ドは 出 力媒 体がCMT或 はMTの 場 合,有 効 とす る。

(例)

出 力媒体 のMTを 巻 戻す。'

OUTPUT△MT↓

ORWD↓

(8)テ ープ ・マ ーク出 力 指示 コマ ン ド(TAPEMARKWRITE)

TMWT△ ××× ↓

① 出力媒端 定 。マ ン ドで指定 され媒 体 に,オ ペ ラン ドで指定 され た

個 数 の テ ープ ・マ ー クを 出力す る。

② 本 コマ ン ドは 出力媒 体 にMT或 はCMTが 指定 され た 場 合,有 効 とす
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③ オ ペ ラン ドは 出 力す べ きチ ーフ。・マ ークの個数 を意 味 し,指 定範 囲 は,

1≦ ≡指定 個数 ≦≦255

とす る。

(例)

出力媒 体 のMTへEOF(ENDOFFILE)と して,テ ープ ・マ ー

ク2個 を連続 して 出力 す る場 合。

OUTPUT△MT↓

TMWT△2↓

(9)入 力媒 体 テ ープ ・マ ーク探 索 指示 コマ ン ド(INPUTTAPEMARK

SEARCH)

① 入 力媒 体 指 定 コマ ン ドで 指定 され た媒 体 の テ ープ ・マ ー クを探 索 す る。

② 本 コマ ン ドは入 力媒 体 にMT或 はCMTが 指定 され た場 合,有 効 とする。

③ オ ペ ラン ドは探 索 す べ きテ ー プ ・マ ー クの個 数 を意 味 し,指 定範 囲 は,

,1≦ 指定 個 数 ≦≡255

とす る。

(例)

入 力 媒体 のMTの テー プ ・マ ー ク1個 を探 索 す る場 合 。

INPUT△MT↓

ITMSC△1↓
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ao)出 力媒体 テ ープ ・マ ーク探 索 指示 コマ ン ド

(OUTPUTTAPEMARKSEARCH)

OTMSC△ ××× ↓ ・

① 出力媒 体 指定 コマ ン ドで 指定 され た媒 体 の テ ープ ・マ ー クを 探索 す る。

② 本 コマ ン ドは 出力媒 体 にMT或 はCMTが 指定 された場 合,有 効 とす る。

③ オ ペ ラ ン ドは探 索す べ きテ ー プ ・マ ー クの個数 を意味 し,指 定範 囲 は,

1≦≦指定 個数 …≦255

とす る。

(例)

出力 媒体 のMTー の テ ープ ・マ ー ク1個 を探 索す る場 合 。

OUTPUT△MT↓

OTMSC△1↓

{11}フ ォマ ッ テ ィン グ指示 コマ ン ド(INITIALIZE)

IZ↓

① 出力 媒 体 のFDD(機 番2に 固定)に デ ィスケ ッ ト2DのIBMフ ォマ

ッ トを 出力 す る。

② 本 コマ ン ドは出 力媒 体 にFDDが 指定 され た場合,有 効 とす る。

(例)

出力媒体 のFDDヘ フ ォ マ ッテ ィン グを 行 な う。

OUTPUT△FDD↓

IZ↓
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(12)パ ラ メ ー タ表 示 指 示 コマ ン ド(LIST)

LロST△{}↓

H

① 本 媒 体 変換 プ ログ ラム の下記 のパ ラ メ ー タの初期 値 或 は現 在 値 を 指 定

され た 出力装置(L:プ リン タ,H:CRTデ ィス プ レイ)へ 表示 す る。

1器:㌶ 駕 、}灘 は該当なし
INCOD(入 力媒 体 コー ド系)

OTCOD(出 力媒 体 コー ド系)

IBLGT(入 力媒 体 ブロック長)

CMT=256

MT=1024

MDM=1024

0BLGT(出 力媒体 ブロック長)

CMT=256

MT=1024

MDM=1024

FDIi

。FlllOM'"}FDD－

②/PCONを 指定 す る と,各 パ ラメ ー タは下 記の通 りとな る。

INDEV;

OTDEV;

跳:91gl,s}標 準・一ド
IBLGT;CMT==256

MT=1024

MDM=1024

標 準 ブ ロ ッ ク数O
BLGT;CMT=256

MT=1024

MDM==1024

' -35一



FDDFROM=1,1

TO=76,52

③ 操 作間違 い を防 ぐた め に,本 コマ ン ドを 適宜 使 用す る こ とが望 しい。

03)実 行 中断 指示 コマ ン ド(Breakキ ー)

Breakキ ー1文 字 入 力す れ ば,終 了指示 コマ ン ド(EOJ),中 断 解 放 指

示 コマ ン ド(CONT)以 外 の指 示 コマ ン ドの実 行 中断 を 行 な う。

但 し,IZ,IRWD,ORWD,ITMSC,OTMSCの 各 コマ ン ドは

Breakを 行 な わな い のが望 しい。

Breakが 受理 され ると,"BREAK"を 表 示 す る。

(例)

CMT→MT変 換を 中 断 す る場 合 。

INPUT△CMT↓

OUTPUT△MT↓

GO↓

BREAK

CMTBLOCK32

MTBLOCK8

(14中 断 開放 指示 コマ ン ド(CONTINUE)

本 コマ ン ドに よ りBreakキ ー で 中断 され た媒体 変 換 ジ ョブが再 開 され

るo
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(例)

(13)の例 の変 換 を 再 開す る場 合。

INPUT△CMT↓

OUTPUT△MT↓

GO↓

Break↓

CONT↓

(15)終 了 指示 コマ ン ド(ENDOFJOB)

本 コマ ン ドに よ り媒 体 変 換 ジ ョブを終 了 し,制 御 が ジ ョブ管 理 へ 戻 る。

再 度 媒体 変換 を 行 な うため には/PCONの ジ ョブ ・コマ ン ドを 入 力 す る。

5.4媒 体 別 変 換 操 作

指 示 コ マ ン ドは,王 と してGOコ マ ン ドとCOMPコ マ ン ドの 操 作 を 説 明

し,DUMP,LIST,Break,CONT,EOJに 関 して は,5.3.3を 参 照 さ

れ た い 。
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5.4.1ROM→RO,M変 換

(1)入 力 コマ ン ド

ROMINPUT△{}↓

ROMOUTPUT△{}↓

GO↓

COMP(△ ×××)↓

DUM・ △{:}↓

L・ST△{LH}.t

COPY△ × ×× ↓

Break

CONT↓

.EOJ↓

② 操 作方法

①GOコ マ ン ド

・ 変 換ROMを マ ス タ ・ソケ ッ ト,消 去 され た被 変 換ROMを フ。ログ

ラム ・ソケ ッ トへ各 々セ ッ トし,コ マ ン ドを 入 力す る。

変換 が終 了す れ ば,ttWRIEOK"の 完 了 メ ッセ ー ジが表示 され,

そ の後ROM変 換 有無 を確 認 す るた めの メ ッセ ー ジ

ttROMCHANGE ……(Y
,N)…?

が表 示 され キ ー入 力待 ち とな る。YはROM変 換終 了で 変換 続 行,N

は変 換 終 了 を示 す 。

ROM変 換 中 に被 変 換ROM(フ 。ロ グ ラム ・ソケ ッ ト側)が 消去 さ

れ な い場 合

ttNOTERASE"
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(例)

の エ ラー'・ メ ッ セ ー ジ が 表 示 さ れ る 。

INPUT△ROM↓

OUTPUT△ROM↓

GO↓

WRITEOK

ROMCHANGE… …(Y,N)

/マ ス タ ・ソケ ッ ト

/プ ログ ラム ・ソケ ッ ト

/変 換 指示

/変 換 完 了表 示

…?N↓/ROM変 換 有無

②COMPコ マ ン ド

・ 比較 す るROMを マ ス タ ・ソケ ッ トとプ ロ グ ラム ・ソケ ッ トに各 々

セ ッ トし,コ マ ン ドは オ ペ ラン ドを 指定 しな いで入 力 す る。

・ イ レーズ ・パ ター ン(例 え ば ,FF)で 比較す る場 合,比 較 す べ き

ROMを プ ロ グ ラム ・ソケ ッ.トヘ セ ッ トし,イ レーズ ・パ タ ー ンを オ

ペ ラン ドで 指定 す る。

・ 比較 結 果 良好 で あれば ,c℃OMPOK",不 良 で あれ ば"・COMP

NG"が 表 示 され,GOコ マ ン ドと同様 のROM変 換 有無 の メ ッセ ー

'ジ が 表示 され る。

(例 一1)

ROM,ROMを 比較 す る場 合o

INPUT△ROM↓/マ ス タ ・ソケ ッ ト

OUTPUT△ROM↓/フ 。ログ ラム ・ソケ ッ ト

COMP↓/比 較 指示

COMPOK/変 換 完 了表 示

ROMCHANGE… …(Y,N)…?N↓/ROM変 換 有無

(例 一2)

イ レー ズ ・パ ター ンとROMを 比較 す る場 合 。

INPUT△ROM↓/ダ ミー 指定
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OUTPUT△ROM↓/比 較 対 象ROM;プ ログ ラム ・ソケ ッ ト

COMP△FF↓

COMPOK

ROMCHANGE・ ・
・…(Y ,N)

/比 較 指示

/比 較完了表示

…?N↓/ROM変 換 有無

③DUMPコ`マ ン ド

・ ダ ンプ対象 のROMを プ ロ グ ラム ・ソ ケ ッ トに セ ッ トし,コ マ ン ドを

入 力 す る。

(例)

INPUT△ROM↓

DUMP△L↓

DUMPOK

/マ スタ ・ソ ケ ッ ト

/タ イ プ ライ タヘ ダ ンプ 指示

/ダ ン プ終 了表示

④COPYコ マ ン ド

・GOコ マ ン ドと同様 に各ROMを セ ッ トす る。本 コマ ン ドは,マ ス

タ ・ソケ ッ トにセ ッ トされ たROMを オペ ラン ドで 指定 した個 数 のR

OMを 複 製 した い場 合 に使 用 す る

1個 のROMの 複 製 が完 了 すれ ば,GOコ マ ン ドと同様 に,完 了 メ

ッセ ージ或 は エ ラー ・メ ッセ ージ 及びROM交 換 有無 の メ ッセ ージが

表 示 され る。

(例)

INPUT△ROM↓

OUTPUT△ROM↓

COPY△2↓

WRITEOK

ROMCHANGE・

WRITEOK

ROM℃HANGE・

/マ スタ ・ソケ ッ ト

/プ ログ ラム ・ソケ ッ ト

/複 製 指示;2個

/変 換 完 了表 示

・・…(Y ,N)…?Y↓/ROM交 換終了及び変換続行

/変 換 完 了表 示

・・…(Y ,N)…?N↓/変 換 終 了指 示
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5.4.2ROM→CMT変 換

α)入 力 コ マ ン ド

ROM}↓INPUT△{

CMT}↓OUTPUT△{

ORWND↓

・TC・D△{ASC/EBC〃::::::}↓

OBLGL△ ×××× ↓

OLABL△ × × ↓

GO↓

COMP↓

LDUMP△{}↓

H

OTMSC△ × ×× ↓

TMWT△ ××× ↓

LLIST△{}↓

H

Break

CONT↓

EOJ↓

(2)操 作方 法

①GOコ マ ン ド

・ 変 換ROMを プ ロ グ ラム ・ソケ ッ トに セ ッ トし,GOを 入 力す る。

・ROM1個 毎 の変 換 が 完 了す れば,次 の メ ッセ ージ が表 示 され,キ

イ入 力待 ちとな る。

"ROMCHANGE ……(Y ,N)…?"

Yを 入 力す れ ば,変 換 を 続 行 しNを 入 力す れば,変 換 を 終 了 し,次 の
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メ ッセ ー ジが 表示 され,コ マ ン ド入 力待 ち とな る。

"WRITEOK"/変 換 終 了

"CMTBLOCK25"/CMT書 込 ブ ロッ ク数

(例)

ROM1個 分 を,ASCIIコ ー ド,1ブ ロック256バ イ トの標 準 ブ

ロ ック長 で変 換 後,テ ープ ・マ ークを 出力 す る場合 。

INPUT△ROM↓/プ ログ ラム ・Yケ ッ トにROMを セ ッ ト

OUTPUT△CMT↓/出 力媒 体 にCMTを 指定

OTCOD△ASC↓/出 力媒 体 の コー ド系 をASCIIに 指 定

ORWD↓/CMTを 巻戻 し指 示

REWINDEND/CMT巻 戻 し完 了 表 示

GO↓/変 換 指 示

ROMCHANGE… …(Y,N)…?N↓/ROM変 換の有無;変 換終了を指示

WRITEOK/変 換 完 了 表示

CMTBLOCK8/CMT書 込 ブ ロック数 表 示:8ブ ロック

TMWT△1↓/テ ープ ・マ ー ク1個 出 力指 示

TMWRITEOK/チ ーフ。・マ ー ク出力完 了表 示

ORWD↓/CMT巻 戻 し指 示

REWINDEND/CMT巻 戻 し完 了 表示

②COMPコ マ ン ド

・ 比 較 す るROMを プ ロ グ ラム ・ソケ ッ トを セ ッ トし,コ マ ン ドを 入

力 す る。

比 較 結 果 次 の メ ッ セ ー ジ が 表 示 さ れ る。

"ROMCHANGE… …(Y
,N)…?"}比 較 結 果 良 好

c℃OMPOK"

ttROMCHANGE… …(Y
,N)…?"}比 較 結 果

エ ラ ー
"COMPNG"
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(例)

① で 出 力 したROM,

INPUT△ROM↓

OUTPUT△CMT↓

OTCOD△ASC↓

ORWD↓

REWINDEND

COMP↓'

CMTを 比 較 す る。

/プ ログラム ・ソケ ッ トにROMを セ ッ ト

/出 力媒 体 にCMTを 指定

/コ ー ド系 をASCIIに 指定

/CMT巻 戻 し指示

/CMT巻 戻 し完 了表 示

/比 較 指示

ROMCHANGE… ・(Y,N)…?N↓/ROM変 換の有無;変 換終了を指示

COMPOK/比 較 完 了 表 示;良 好

5.43CMT→ROM変 換

(1)入 力 コ マ ン ド

CMTINPUT△{}↓

ROMOUTPUT△{}↓

IRWD↓

・N・・D△{ABC〃EBCジ:::}↓

IBLGT△ × ××× ↓

IIＬABI」 △ ×× ↓

GO↓

COMP↓

DUM・ △{li}↓

ITMSC△ × ×× ↓

LLIST△{}↓

H

Break

CONT↓

EOJ↓
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② 操 作方 法

①GOコ マ ン ド

・ 被 変換ROMを プ ログ ラム ・ソケ ッ トに セ ッ トし,コ マ ン ドを 入 力

す る。

・ROM1個 分 の変 換 が完 了す れ ば,"WRITEOK"表 示 後,

ttROMCHANGE… …(Y
,N)…?"

が 表 示 され,キ イ 入 力待 ち とな る。

Yを 入 力す れ ば,変 換 を続 行 し,Nを 入 力 す れば,変 換 を 終 了 し,

次 の メ ッセ ージ が表 示 され,コ マ ン ド入 力 待 ち となるo

(例)

ASCIIコ ー ド,1ブ ロ ック256バ イ トのCMTの 内容 をROMへ

変 換 す る。

INPUT△CMTl/入 力媒体 にCMTを 指定

OUTPUT△ROM↓/プ ログラム ・ソケ ッ トのROMを 指定

INCOD△ASC↓/コ ー ド系 にASCIIを 指定

IRWD↓/CMTを 巻 戻 し指示

REWINDEND/CMT巻 戻 し完 了表示

G.O↓/変 換 指示

ROMCHANGE…(Y,N)…?N↓/ROM交 換の有無;変 換終了を指示

WRITEOK/変 換完 了表 示

CMTBI、OCK8/CMT続 込 ブ ロック数 表 示;8ブ ロック

IRWD↓/CMT巻 戻 し指示.

REWINDEND/CMT巻 戻 し完 了 表示

②COMPコ マ ン ド

・ 比 較 す るROMを プ ロ グ ラ ム ・ソ ケ ッ トに セ ッ トし,コ マ ン ドを 入

力 す る 。
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・ 比較 結 果 次 の メ ッセ ージ が表 示 され る。

t'ROMCHANGE … …(Y ,N)…?

COMPOK

orCOMPNG

(例)

① で 出力 したROM,CMTを 比較

INPUT△CMT↓

OUTPUT△ROM↓

INCOD△ASC↓

IRWD↓

REWINDEND

COMP↓

/入 力媒体 にCMTを 指 定

/プ ログラム ・ソケ ッ トのROMを 指 定

/コ ー ド系 にASCIIを 指 定

/CMT巻 戻 し指示

/CMT巻 戻 し完 了表 示 、

/比 較 指示;変 換 終 了を 指示

ROMCHANGE…(Y,N)…?N↓/ROM変 換の有無;変 換終了を指示

COMPOK/比 較完 了 表示;良 好

5.4.4ROM→PT変 換

(1)入 力 コ マ ン ド

ROM}↓INPUT
△{

OUTPUT△{PT}↓

・TC・D△{ASC/EBC〃:::}↓

GO↓

COMP↓

DUMP△{k}↓

FD↓

LLIST△{}↓

H

Break

CONT↓

EOJ↓
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(2)操 作方法

①GOコ マ ン ド

・ROMを プ ロ グ ラム ・ソケ ッ トに セ ッ トし,コ マ ン ドを 入 力す る・

・ 紙 テ ープ に フ ィー ドが 必要 で あれば,FDコ マ ン ドを適 宜 入 力す る。

・ 紙 テ ープ 串力形 式 はROMePTの 場 合・ イ ン テル フォ マ ッ トに

準 じ る。

・GOを 入力 す る と,出 力 すべ き番 地 を入 力 すべ くメ ッセ ー ジが表 示

され,,ギ イ入 力 状態 とな る。 番地 は16進 形 式 で入 力す る。

PROGRAMADDRESS=100↓(16進100番 地)

番 地 入 力後 変換 が 開 始 され る。

・ROM1個 分 変 換 が完 了す る と,ROM交 換 要 求 の メ ッセ ージが 表

示 され,キ イ 入力 待 ち とな る。

ttROMCHANGE … …(Y ,N)…?"

Yを 入 力す れ ば,変 換 を続 行 し,Nを 入 力すれ ば,変 換 を終 了 し,

完 了 メ ッセ ージを 表示 後 コマ ン ド入 力待 ち とな る。

"WRITEOK"

(例)

ROMの 内容 をASCIIコ ー ドで,番 地 を100と して 紙 テ ープへ 変

換 す る。

INPUT△ROM↓/プ ログラム ・ソケ ッ トにROMを セ ッ ト

OUTPUT△PT↓/出 力媒 体 にPTを 指定

OTCOD△ASC↓/出 力 コー ド系 にASCIIを 指定

FD↓/フ ィー ド出力 指示

FEEDEND/フ ィー ド出力完 了 表示

GO↓ 、/変 換 指示

PROGRAMADDRESS-100↓/番 地 入 力要 求;100指 定

ROMCHANGE… …(Y,N)…?N↓/ROM交 換要求;変 換終了指示

WRITEOK'/変 換 完 了 表示
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②COMPコ マ ン ド

PT→ ・ROM変 換 のCOMPコ マ ン ドに よ り行な う。

5.4.5PT→ROM変 換

(1)入 力 ゴマ ン ド

PT}↓INPUT△{

ROM}↓OUTPUT△{

・N・ ・D△{ASC/EBC〃:::}↓

GO↓

COMP↓

LDUMP△{}↓

H

L}↓LIST△{

H

Break

CONT↓

EOJ↓

(2)操 作方 法

^①GO
コマ ン ド

・:被 変 換ROMを プ ロ グ ラム ・ソケ ッ トに セ ッ トし・ コマ ン ドを 入 力

す る。

・ 入 力 す る紙 テ ープ ・フォマ ッ トは イ ン テル ・フ ォマ ッ トとす る。

・ROM1個 分 変 換 が完 了す る と,ROM交 換 要 求 の メ ッセー ジ が 表

示 され,キ イ入 力待 ち とな る。.

ttROMCHANGE … …(Y ,N)…?

Yを 入 力 すれ ば,変 換 を続 行 し,Nを 入 力 すれ ば,変 換 を 終 了 す る。
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(例)

その 後,完 了 メ ッセ ージを 表 示 し,コ マ ン ド入 力 待 ちと な る。

"WRITEOK"

INPUTPT↓/入 力媒 体 にPTを 指定

OUTPUT△ROM↓/プ ログラム ・ソケ ッ トにROMを セ ッ ト

GO↓/変 換 指示

ROMCHANGE… …(Y,N)…?N↓/ROM交 換要求;変 換終了指示

WRITEOK/変 換完 了表 示

②COMPコ マ ン ド

・ 比 較 す るROMを プ ロ グ ラム ・ソ ケ ッ トに セ ッ トし,コ マ ン ドを 入

力 す る。

比 較 結 果,次 の メ ッ セ ー ジ が 表 示 され る。

'tROMCHANGE … …(Y
,N)…?"

}比 較 結 果 良 好

COMPOK

ttROMCHANGE … …(Y
,N)…?"

}比 較 結 果 エ ラ ー

COMPNG

(例)

① で 出力 され たPT,ROMを 比較 す る。

INPUT△PT↓/入 力媒 体 にPTを 指 定

OUTPUT△ROM↓/プ ログラム ・ソケ ッ トにROMを セ ッ ト

COMP↓/比 較 指示

ROMCHANGE… …(Y,N)…?N↓/ROM変 換要求;終 了指示

COMPOK/比 較 完 了表 示;良 好
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5.4.6ROM→FDD変 換

(1)入 力 コ マ ン ド

●

ROM}↓INPUT△{

FDDOUTPUT△{}↓

・TC・D△{ASCジEBC/'"}↓

POLABL△ × × ↓

GOLABI」 △ ×× ↓

FROM△ × × ×× ↓

TO△ ×× ×× ↓

IZ↓

GO↓

COMP↓

LDUMP△{}↓

H

LLIST△{}↓

H

Break

CONT↓

EOJ↓

② 操作方法

①GOコ マ ン ド

・ 変 換ROMを プ ログ ラム ・ソケ ッ トに セ ッ トす る。FDDを 横 番2

に装 填 す る。

FDDの 領 域 を 設 定 す る。IBMデ ィ レク トリに依 る場 合 はPOLA

BLで フ ァイル 名 を入 力す る。IBMデ ィ レク トリに依 らず,直 接 出

力 す る場 合 はFROM,TOコ マ ン ドに よ り領域 を 確保 す る。
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■

●

FDDの イ ニ シ ャ ライ ズが 必要 で あれ ば,IZコ マ ン ドを入 力す る。

以 上 の準備 を 終 了 した こ とを確認 後GOコ マ ン ドを 入 力す る。

GOコ マ ン ド実行 結 果,下 記 の メ ッセ ージが表 示 され る。

"ROMCHANGE … …(Y ,N)…?";ROM変 換 の有無

Y或 はN入 力 後,

"WRITEOK"
;完 了表 示

ttEDDFROMT1

・NITOT2・N2'1・T,1ト ラ ・ ク

N1セ ク タよ りT2ト ラ ックN2-1セ ク

タま で 出力 され た こ とを表 示

が 表示 され る 。

(例)

ROMをFDDへJISコ ー ドで 変 換す る。

INPUT△ROM↓/ROMを プログ ラム ・ソケ ッ トヘ セッ ト

OUTPUT△FDD↓/出 力媒 体 にFDDを 指定

FROM△1,1↓/領 域 確保

TO△1,8↓/

GO↓/変 換 指示

ROMCHANGE… …(Y,N)…?N↓/ROM交 換有無;終 了指示

WRITEOK/変 換完 了表 示

FDDFROM1,1TO1,9/領 域 表示

②COMPコ マ ン ド

・ 比 較 す るROMを プ ロ グ ラ ム ・ソ ケ ッ トに セ ッ トし
,コ マ ン ドを 入

τ 力 す る
。

比 較 結 果,次 の メ ッセ ー ジ が 表 示 され る 。

ttROMCHANGE … …(Y
,N)…?"

}比 較 結 果 良 好
COMPOK
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ttROMCHANGE … ・:・(Y
,N)…?"

}比 較 結 果 干 ラ ー

COMPNG

(例)

① のROM,FDDを 比 較 す る。

INPUT△ROM↓/ROMを プ ログラム ・ソケッ トに セッ ト

OUTPUT△FDD↓/出 力媒 体 にFDDを 指 定

FROM△1,1↓/領 域 を確保

TO△1,8↓/

OTCOD△ASC↓/コ ー ド系 にASCIIを 指 定

COMP↓/比 較 指示

ROMcHANGE… …(Y,N)…?N↓/ROM交 換 有無,終 了指示

COMPOK/比 較 終了 表示

5.4.7FDD→ROM変 換

(1)入 力 コ マ ン ド'

INPUT△{FDD}↓

・UTPUT△{R8M}↓

・NC・D△{AsciEBCi二::}↓

ILABL△ ××× ↓

FROM△ ×× ×× ↓

TO△ ×× ×× ↓

GO↓

COMP↓

DUMP△{lli}↓

HST△{li}↓

Break

CONT↓

EOJ↓

直
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② 操 作方 法

①GObマ ン ド

・ 被 変 換ROMを プ ロ グ ラム ・ソケ ッ トに セ ッ トす る。FDDを 機 番

2に 装 填 す る。

・FDDの 領 域 を 設定 す る。

IBMデ ィ レ ク トリに依 る場 合 は,ILABL・ で フ ァイル 名 を 入 力

す る。

IBMデ ィ レク トリに依 らず 直接 入 力す る場 合 は,FROM,TOコ

マ ン ドに よ り領 域 を確 保 す る。

・ 以 上 の準 備 を終 了 し た こ と確認 後GOコ マ ン ドを入 力す る。

(例)

ASCIIコ ー ドで書 込 まれ たFDDの 内容 をROMへ 変換 す る。

INPUT△FDD↓

OUTPUT△ROM↓

INCOD△ASC↓

FROM△1,1↓

TO△1,8↓

GO

WRITEOK

/入 力媒 体 にFDDを 指定

/ROMを プ ログ ラム ・ソケッ トにセ ッ ト

/入 力媒体 コー ド系にASCIIを セ ッ ト

/領 域 を確 保

/

/変 換 指示

/完 了表 示

ROMCHANGE… …(Y,N)…?N↓/ROM交 換 有無

FDDFROM1,1TO1,9/領 域 表 示

②COMPコ マ ン ド

・ 比較 す べ きROMを プ ログ ラム ・ソ ケ ッ トに セ ッ トす る。

・FDDの 領域 を設 定 す る。

・ 比 較 結果,次 の メ ッセ ージが 表示 され る。
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ttROMCHANGE … …('Y
,N)…?"

}比 較 結 果 良 好CONPOK

"ROMCHANGE … …(Y
,N)…?"

}比 較 結 果 エ ラ ー

COMPNG

5.4.8.MT→ROM変 換

(1)入 力 コ マ ン ド

・NPUT△{耳T}↓

・UTPUT△{R8M}↓

・N・・D△{A・C/W二::}↓'

IRWD↓

ILABI」 △ ×× ↓

IBLGT△ × ×× ↓

GO↓

COMP↓

DUMP△{k}↓'

ITMSC△ ××× ↓

L・ST△{li}↓

Break

CONT↓

EOJ
.↓

(2)操 作方法

①GOコ マ ン ド

・ 被変 換ROMを プ ログ ラム ・ソケ ッ トに セ ッ トす る。

・MTの 巻戻 しが 必 要 で あれ ば ,IRWDコ マ ン ドを入 力す る。
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、

・MTに ラベ ル が あれ ば,ILABLコ マ ン ドに よ りラベル を入 力す る。

・ デ ー タ ・ブ ロ ック長,コ ー ド系 の 指定 が必 要 で あれ ばIBLGT,

INCODコ マ ン ドによ り指定 す る。

・ 入 力 す るMTが マ ル チ ・フ ァイル であ れ ば,ITMSCコ マン ドに よ

り必 要 な フ ァイル を探 索 す る。

・ 以 上 の準備 を終 了 後,GOコ マ ン ドを 入 力す る。

・ 変換 終 了後

ttROMCHANGE…(Y
,N)…?

が 表 示 され,キ イ入 力 とな る。

Y;変 換 続 行 指示

N;変 換 終了 指 示

い ず れ かを 入 力す る。Nを 入 力後,次 の完 了 メ ッセ ージが 表示 され る。

ttWRITEOK";変 換 完 了表示

"MTBLOCKN";MT出 力 ブ ロ ッ ク数

(例)

EBCDICコ ー ド,1ブ ロック1024バ イ トのMTの 内容をROMへ 変換す る。

INPUT△MT↓/入 力媒 体MT指 定

OUTPUT△ROM↓/出 力媒体ROM指 定

INCOD△EBC↓/入 力 コー ドをEBCDICに 指 定

IRWD↓/巻 戻 し指示

REWINDEND/巻 戻 し完 了 表示

GO↓/変 換 指示

ROMCHANGE…(Y,N)…?N↓/ROM交 換 有無

WRITEOK/変 換 終 了表 示

MTBLOCK2/MT出 力 ブロ ック数:2ブ ロ ック
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②COMPコ マ ン ド

・GOと 同様 の 準備 完 了後 ,COMPコ マ ン ドを入 力す る。

・ 比 較終 了後

"ROMCHANGE … …(Y ,N)…?"

が 表示 され,キ ー ・入 力待 ち とな る。

Y或 はN入 力後

"COMPOK";比 較 完 了

orCOMPNG";比 較 エ ラー

"MTBLOCKN";MT入 力 ブ ロ ック数

(例)
'

GOで 変 換 され た,ROMとMTを 比 較す る。

INPUT△MT↓/入 力媒 体MT指 定

OUTPUT△ROM↓/出 力媒 体ROM指 定

IRWD↓/巻 戻 し指示

REWINDEND/巻 戻 し完 了表 示

COMP↓/比 較 指 示

ROMCHANGE… …(Y,N)…?N↓/ROM交 換有無;終 了 指示

COMPOK/比 較 完 了 表示

MTBLOCK2/MT入 力 ブ ロック数
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5.4.9MT→MT変 換

本 変 換 にお いて は,MT装 置1台 で あ る ので,他 の媒 体 を 中介 として変 換

を 行 な う。

(例)

FDDソ ー ト1枚 相 当のMTの1フ ァイ ル(テ ープ ・マ ー ク有)を 他

のMTへ 変換 す る。

INPUT△MT↓

OUTPUT△FDD↓

IRWD↓

REWINDEND

FROM△1,1↓

TO△76,5 .2↓

GO↓

WRITEOK

MTBLOCK989

FDDFROM1,1TO

IRWD

REWINDEND

(MTを 取 替 え る)

INPUT△FDD↓

OUTPUT△MT.↓

FROM△1,1↓

TO△76,52↓

ORWD↓

REWINDEND

GO↓

WRITEOK

FDDFROM1,1TO

MTBLOCK988

TMWT△1↓

TMWRITEOK

ORWD↓

REWINDEND

77,1

77,1

MT→FDD

FDD→MT
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5.4.10MT→CMT変 換

(1)入 力 コ マ ン ド

MTINPUT△{}↓

OUTPUT{CヅT}↓

IRWD↓

ORWD↓

・N・ ・D△{ASC〃EBC/:::}↓

・TC・D△{ASCクEBC/

IBLGT△ × ××× ↓

OBLGT△ ××× ↓

ILABL△ × × ↓

POLABL△ ×× ↓

GOLABL△ ×× ↓

ITMSC△ ××× ↓

OTMSC△ ××× ↓

TMWT△ × ×× ↓

GO↓

COMP↓

DUMP△{ili}↓

L・ST△{』}↓

Break

CONT↓

EOJ↓
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② 操作方法

①GOコ マ ン ド

・MT ,CMTを 所定 の 方法 で装 着 し,INPUT及 びOUTPUTコ マ

ン ドを指 定す る。

MT,CMTに 対 し巻 戻 し指示(IRWD,dRWDコ マン ド)を 行 な う。

・ コー ド系 を 指定 す る。

・ 入 力媒 体 のMTに ラベ ルが あれ ば ,ILABLコ マ ン ドに よ り内容 を

確認 す る。 指定 す る ラベ ル ・ブ ロ ック数 はMTの ラベル ・ブ ロ ック 数

に 合 せ る こと。

指 定 した ラベル とMTの ラベル が 比較 され,一 致 し た場 合 は,

ttLABELFOUND"

一 致 しない 場 合 は ,

"LABELNOTFOUND"

が 表示 され る。

後 者 の メ ッセ ー ジが表示 され た場 合,該 当 す るMTと 取 替 え るこ と。

出力媒 体 のCMTに ラベ ル を 出 力す る必要 があ れ ば,POLABLコ

マ ン ドに よ り出 力す る。

尚,デ ー タ ・フ ィール ドとラベ ル ・フィ ール ド間 にテ ープ ・マ ー ク

が 必 要 で あれ ば,TMWTコ マン ドによ りテ ー プ ・マ ー クを 出 力す る。

フ ァイル の形態 が シ ン グル ・フ ァイル か マル チ ・フ ァイル か を判 断

し,テ ープ ・マ ー ク探 索 コマ ン ド(ITMSC,OTMSC)を 指 定す る。

・ デ ー タ ・ブ ロ ック数 を指定 す る。標 準 ブ ロ ック数 で あれ ば ,指 定 す

る必 要 が な い。

以 上 の準備 を完 了 して,変 換 指示(GOコ マン ド)を 行 な う。

変 換 が完 了す れ ば,次 の メ ッセ ージ が表 示 され る。

"WRITEOK"

"MTBLOCKN"

ttCMTBLOCKN"
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(例)

標 準 コ ー ド,標 準 ブ ロ ックのMTをCMTヘ ノン ・ラベル で変 換 す る。

・垣

"

|

BOT

l

TM

,
1-『 ・-

1024ノ ミイ ト1024ノ ∨イ ト

-/

BOT
TM

MT

(10ブ ロ ッ ク)

CMT

(40ブ ロ ッ ク)

256バ イ ト

INPUT△MT↓

OUTPUT△CMT↓

IRWD↓

REWINDEND

ORWD↓

REWINDEND

GO↓

WRITEOK

MTBLOCKll

CMTBLOCK40

TMWT△1↓

IRWD↓

REWINDEND

ORWD↓

REWINDEND

/入 力媒体 指定

/出 力媒体指定

/巻 戻 し指示(入 力)

/〃 完 了表示

/巻 戻 し指示(出 力)

/〃 完了表示

/変 換指示

/〃 完 了表示

/入 力 ブロ ック数(含TM)

/出 力 ブロ ック数

/テ ープ ・マ ーク出力指示

/巻 戻 し指示(入 力)

/〃 完 了表示

/巻 戻 し指示(出 力)

/〃 完 了表示
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②COMPコ マ ン ド

・GOコ マ ン ドと同様 の準 備 を行 な うが,下 記 の注意 をす る こ と。

・CMTヘ ラベ ルが 出 力 され て いれ ば,GOLABLで 内容 を確認 す る。

・ マル チ ・フ ァイル で あ れ ば,テ ープ ・マ ー ク探 索 で デ ー タ ・フ ィ

ール ドの先 頭 をMT ,CMT共 一致 させ て お くこ と。

・ ラベル 同士 の比較 は行 なわ な い ことρ

(例)

GOで 出力 され たMT,CMTを 比較 す る。

INPUT△MT↓

OUTPUT△CMT↓

IRWD↓

REWINDEND

ORWD↓

REWINDEND

COMP↓

COMPOK

MTBLOCKll

CMTBLOCK40

/入 力媒体 指定

/出 力媒体指定

/巻 戻 し指示(入 力)

/〃 完了表示

/巻 戻 し指示(出 力)

/〃 完 了表 示

/比 較 指示

/〃 完了表示

/入 力 ブ ロック数表示

/CMT入 力 ブロック数表示

5.4.11CMT→MT変 換

(1)入 力 コマ ン ド

・NPUT△{C警T}↓

・UTPUT△{MT1}↓

他 は,MT→CMTと 同様

② 操作方法

・ 入 力媒 体,出 力媒 体 指 定 以外 はMT→CMTと 同様 な の で,省 略 す る。
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5.4.12MT→PT変 換

(1)入 力 コ マ ン ド

MT}↓INPUT△{

PTOUTPUT△{}↓

IRWD↓

・N・・D△{A言C/EPC/:::}↓

・TC・D△{AぎCクEBC∠

ILABL△ × × ↓

IBLGT△ ×××× ↓

ITMSC△ × ×× ↓

FD↓

GO↓

COMP↓

DUMP△{k}↓

L・ST△{ill}↓

Break

CONT↓

EOJ↓

② 操 作 方 法

①GOコ マ ン ド

' ・MT ,PTを 所 定 の方 法 で装 着 し,INPUT及 びOUTPUTコ マ ン

ドを 指定 す る。

・MTに 対 し巻戻 し指 示 を行 な う。(IRWDコ マ ン ド)

・ コ ー ド系 を 指 定 す る。
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・ 入 力媒 体 のMTに ラベ ル が あれ ば ,ILABLコ マ ン ドに よ り内容 を

確認 す る。

・ 紙 テ ー プに フ ィー ドが 必 要で あれ ば ,FDコ マ ン ドを指 示 す る。

・ フ ァイル の形 態 に留 意 す る。

・ デ ー タ ・ブ ロ ック数 を 指 定す る。

・ 以 上 の準備 完 了を 確 認 の上 ,GOコ マ ン ドを入 力す る。

・ 変換 終 了 後 ,下 記 の メ ッセ ージ が表 示 され る。

"WRITEOK"

t'MTBLOCKN"

(例)

標準 コー ド,標 準 ブ ロ ック数 のMT2ブ ロ ック(テ ープ ・マ ー ク有)

をPTへ 変 換 す る。

INPUT△MT↓

OUTi)UT△PT↓

IRWD↓

REW工NDEND

FD↓

FEEDEND

GO↓

WRITEOK

MTBLOCK3

FD↓

FEEDEND

②COMPコ マン ド

・ 入 力媒体 にPT,

るo

/入 力媒体 指定

/出 力媒体指定

/巻 戻 し指示

/〃 完了表示

/ブ イー ド指示

/〃 完了表示

/変 換指示

/〃 完了表示

/入 力ブ ロック数表示

/ブ イー ド指示

/〃 完了表示

べ

出力媒体にMTを 指定 して 比較 コマ ン ドを入 力す
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(例)

GOコ マ ン ドで変換 され たPTとMTを 比 較 す る。

●

INPUT△PT↓

OUTPUT△MT↓

ORWD↓

REWINDEND

COMP↓

COMPOK

MTBLOCK3

0RWD↓

REWINDEND

/入 力媒体指定

/出 力媒 体指定

/巻 戻 し指示

/〃 完了表示

/比 較指示

/〃 完 了表示

/入 力 ブロック数表示

/巻 戻 し指示

/〃 完了表示
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5.4.13PT→MT変 換

(1)入 力 コ マ ン ド

INPUT△{PT}↓

・UTPUT△{判T}↓

ORWD↓

・N・・D△{A慧CクEBCク:::}↓

・TC・D△{AICクEBC〃 ∴}↓

POLABL△ ×× ↓

GOLABL△ ×× ↓

OBLGT△ × ××× ↓

OTMSC△ × ×× ↓

TMWT△ ××× ↓

GO↓

COMP↓

DUMP△{k}↓

L・ST△{ill}↓

Break

CONT↓

EOJ↓

(2)操 作方 法

①GOコ マ ン ド

・PT ,MTを 所 定 の 方法 で 琴着 し,INPUT及 びOUTPUTコ マ ン

ドを 指 定 す る。

・MTに 対 し
,巻 戻 し 指 定 を 行 な う(ORWDコ マ ン ド)
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■

(例)

標 準 コ ー ドのPTを 標準 コ ー ド,標 準 ブ ロ ック長 のMTへ 変 換 す る。

・ コー ド系 を指 定 す る。 ・

・ 出 力媒 体 のMTに ラ ベル が必 要で あれ ば,POLABLコ マ ン ドによ

り ラベル を指 定 及 び 指示 を 行 な う。

POLABL△80↓/ラ ベル指 示,ブ ロ ッ ク数80バ イ ト

㌘ 三}-
CTRL/G/ラ ベル 入 力及 び 出 力終 了

尚,ラ ベル ・フ ィール ドとデ ータ ・フ ィール ド間 に テ ー プ ・マ ー ク

が'Z・要 で あれ ば,TMWTコ マ ン ドに よ りテ ープ ・マ ー クを 出力 す る。

フ ァイ ル が マル チ ・フ ァイ ル で あれ ば,OTMSCコ マン ドによ り該

当 す る フ ァイ ル位置 を探 索 す る。

・ デ ー タ ・ブ ロ ッ ク数 を 指定 す る。標準 ブ ロ ック数 で あれ ば,指 定 す

る必 要 が ない。

・ 以 上 の準 備 完 了を 確 認 の 上,GOコ マ ン ドを入 力す る。

・ 変 換 終了 後 ,下 記 の メ ッセ ージが 表示 され る。

"WRITEOK"

ttMTBLOCKN"

1

INPUT△PT↓

OUTPUT△MT↓

ORWD↓

REWINDEND

GO↓

WRITEOK

MTBLOCK3

/入 力媒体指定

/出 力媒体 指定

/巻 戻 し指示

/〃 完 了表示

/変 換指示

/〃 完了表示

/出 力ブ ロック数表示
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TMWT△1↓/テ ープ ・マ ー ク出力 指示

TMWRITEOK/〃 完 了 表示

②COMPコ マ ン ド

●GO・ マ ン ドと同様 の輔 を完 了 後・COMPコ マ ン ドを 入 力す る9

(例)

GOで 変換 され たPT,MTの 内容 を 比較 す る。

INPUT△PT↓/入 力媒 体 指定

OUTPUT△MT↓/出 力媒 体 指定

ORWD↓/巻 戻 し指 示

REWI・NDEND/〃 完 了表 示

COMP↓/比 較 指示

COMPOK/〃 完 了表 示

MTBLOCK4/入 力 ブ ロ ック数 表 示

ORWD↓/巻 戻 し指 示

REWINDEND/〃 完 了 表示
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◆

5.4.14MT→FDD変 換

(1)入 力 コ マ ン ド

INPUT△{MT}↓

OUTPUT△{F?D}↓

IRWD↓

・N・ ・D△{ASC/BEC/:::}↓

・TC・D△{ASCiEBCi:二 二}↓

ILABL△ ×× ↓

POLABL△ × × ↓

GOLABL△ ×× ↓

ITMSC△ × ×× ↓

FROM△ × × ×× ↓

TO△ ×× ×× ↓

IBLGT△ × ××× ↓

GO↓

COMP↓

DUMP△{4}↓

L・ST△{li}↓

Break

CONT↓

EOJ↓
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(2)操 作方 法,

①GOコ マ ン ド

・MT ,FDDを 所定 の方 法 で 装着 し,INPUT及 びOUTPUTコ マ

ン ドを 指定 す る。

・MTに 対 し,巻 戻 し指示 を 行 な う。(IRWDコ マ ン ド)

・ コ ー ド系 を 指定 す る。 標 準 コー ド系 で あれ ば,指 定 す る必要 が なe{6

・ 入 力媒 体 のMTに ラベル が あれ ば,ILABLコ マ ン ドに よ り内容 を

確 認 す る。

・ 出力媒 体 のFDDに フ ァイ ル名 が 必要 であれ ば,

POI、ABL△17↓/フ ァイ ル名 は17文 字 と決 って い る

ABCDEF↓/フ ァイル名 入 力

CTRL/G/入 力終 了

の 形式 で,φ トラ ックの デ ィ レク ト内の フ ァイ ル名 を入 力 す る。

尚,既 に存 在 して い る フ ァイ ル名 で 使 用 す る場 合 は,

GOLABL△17↓

ABCDEF↓

CTRL/G

の形 式 で 指定 す る。

・ 出力媒 体 のFDDに フ ァイル 名 が 必 要で な く,直 接領 域(但 し,1

トラ ック1セ ク タ以 降)を 指 定す る場 合 は,FROM及 びTOコ マン ド

を 指定 す る。

FDDに 対 し,POLABL或 はGOLABLを 一 度指 定す れば,EOJ

(ENDOFJOB)コ マ ン ドを 指 定 しな い限 りFROM,TOコ マ ン

ドは 有効 とな らな い。

・ デ ー タ ・ブ ロ ック数 を 指定 す る。標 準 ブ ロ ック数 で あれ ば,不 要 で

あ る。

・ ファイル が マル チで あ れば,テ ープ ・マ ー ク探 索 コマ ン ドに よ り該
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●

当 す る フ ァイル を 探索 す る こ と。

・ 以 上 の準 備 を完 了 して,変 換 指示(GO)コ マ ン ドを 入 力 す る。

変 換 が 完 了 すれ ば,下 記 の メ ッセ ージ が表 示 され る。

"WRITEOK" ./完 了 表示

"MTBLOCKN"/入 力 ブ ロ ック数

"FDDFROMT1
,NlTOT2,N2"/FDD出 力領 域

(例)

、 標準 コー ド,ブ ロ ック長 のMT2ブ ロ ッ クをFDDへ 直接 領 域 指 定 で

変 換 す る。

INPUT△MT↓/入 力媒体 指 定

OUTPUT△FDD↓/出 力媒体 指 定

IRWD↓/巻 戻 し指示

REWINDEND/〃 完 了表 示

FROM△1,玉 ↓/領 域 指定(開 始 番 地)

TO△76,52↓ ./〃(終 了 番 地)

GO↓/変 換 指示

WRITEOK/〃 完了 表示

MTBLOCI(3/入 力 ブ ロ ック数 表示(含 チ ーフ。・マ ー ク)

FDDFROM .1,1TO1,9/出 力領域 表 示

IRWD↓/巻 戻 し指示

REWINDEND/〃 完 了表 示

②COMPコ マ ン ド

・GOコ マ ン ドにおけ る準備 を 行 ない,COMPコ マ ン ドに入 力す る。

(例)

① のGOで 変 換 され たMT,FDDの 内 容 を比 較す る。
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INPUT△MT↓

OUTPUT△FDD↓

IRWD↓

REWINDEND

FROM△1,1↓

TO△1,8↓

COMP↓

COMPOK

MTBLOCK3

FDDFROM1,1TO1,9

1RWD↓

REWINDEND

5.4.15FDD→MT変 換

α)入 力 コマ ン ド

/入 力媒体 指定

/出 力媒体 指定

/巻 戻 し指示

/〃 完 了表示

/領 域 指定

/〃

/比 較 指示

/〃 完了表示

/入 力 ブロック数 表示

/FDD入 力領域 表示

/巻 戻 し指示

/〃 完 了表示

・NPUT△{F?D}↓

・UTPUT△{班T}↓

他 は,MT→FDDと 同 様

(2)操 作 コマ ン ド

・ 入 力媒体,出 力媒体 綻 以外 はMT_FDDと 同様 なので,省 略す る。
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5.4.16CMT→CMT変 換

本 変換 に おい て は,CMT装 置1台 で あ るの で,MT→MT変 換 と 同 様 に

他 の媒 体を 中介 と して 変 換 す る。

(例)

標準 コー ド,標 準 ブ ロ ック数 のCMTを,FDDを 介 して,他 のCMT

へ変 換す る。

INPUT△CMT↓

OUTPUT△FDD↓

FROM△1,1↓

TO△76,52↓

IRWD↓

REWINDEND

GO↓

WRITEOK

CMTBLOCK17

FDDFROM1,1

(CMTを 取 替 え る)

INPUT△FDD↓

OUTPUT△CMT↓

FROM△1,1↓

TO△1,16↓

ORWD↓

REWINDEND

GO↓

WRITEOK

FDDFROM1,1

CMTBLOCK16

TMWT△1↓

TMWRITEOK

1 一71－
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5.4.17CMT→PT変 換

ω 入 力 コマ ン ド

・NPUT△{C㌻T}↓

OUTPUT△{P瓢}↓

他 は,MT→PT変 換 と同様

② 操 作 方 法

・ 入 力媒 体,出 力媒 体 指 定以 外 はMT→PTと 同様 なの で,5.4.11を

参 照 の こ と。

5.4.18PT→CMT'変 換

(1)入 力 コマ ン ド

・NPUT△{P口}↓

・UTPUT△{C警T}↓

他 は,PT'→MT変 換 と同様

(2)

.操:≧ 出力媒体_まPT-M,と 同様 なの一(,.,,.、.13を

参 照 の こ と。
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5.4.19CMT→FDD変 換

(1)入 力 コ マ ン ド

INPUT△{CMT}↓

FDD}↓OUTPUT△{

他 は,MT→FDD変 換 と同様

(2)操 作 方 法

・ 入 力 媒体 ,出 力媒 体 指定 以外 はMT→FDDと 同様 なので,5.4.14を

参 照 の こ と。

5.4.20FDD→CMT変 換

(1)入 力 コマ ン ド

FDD}↓INPUT△{

CMT}↓OUTPUT△{

他 は,FDD→MTと 同 様

(2)操 作方 法

・ 入 力媒 体,出 力媒 体 指 定以 外 はFDD→MTと 同様 な ので,5.4.15

を参照 の こ と。
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5.4.21PT→PT変 換

(1)入 力 コ マ ン ド

・NPUT△{PC}↓

・UTPUT△{PT3}↓

・N・ ・D△{A6C∠E亨C∠:::}↓

・TC・D△IAIC/EPC〆:::}↓

FD↓

GO↓

DUMP△{k}↓

L・ST△{li}↓

Break

CONT↓

EOJ↓

(2)操 作 方 法

①GOコ マ ン ド

・ 入 力,出 力媒 体 の コー ド系 を指 定 す る。

・ 出力媒 体 のPTに フ ィー ドが必 要 で あれ ば ,FDコ マンドを指定する。

・ 変換 指示 を 行 な う。 変換 完 了後,下 記 の メ ッセ ージが 表示 され る。

"WRITEOK"

(例)

標 準 コー ド系 でPT,PTの 変 換 を 行 な う。

INPUT△PT↓/入 力 媒体 指定

OUTPUT△PT↓/出 力媒 体 指定

FD↓/フ ィー ド指示

FEEDEND/〃 完 了表 示

GO↓/変 換 指 示

WRITEOK/〃 完 了表 示
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●

,

②COMPコ マ ン ド

他 の媒 体 を 中介 と して 行 な うこと。

5.4.22PT→FDD変 換

(1)入 力 コ マ ン ド

INPUT△{PT}↓

OUTPUT△{FDD}↓

・N・・Dム{ASCcCE?c/'"}↓

POLABL△ ×× ↓

GOLABL△ × × ↓

FROM△ × × ×× ↓

TO△ ×× ×× ↓

GO↓

COMP↓

DUMP△{LH}↓

L・ST△{li}↓

Break

CONT↓

EOJ↓

② 操作方法

①GOコ マ ン ド

・PT ,FDDを 所 定 の方法 で装 着 し,INPUT及 びOUTPUTコ マ

ン ドを 指定 す る。 ヒ

・ コ ー ド系 を 指定 す る。標 準 コー ドで あ れば,指 定 す る必 要 が ない。

・ 出 力媒 体 のFDDに フ ァイル名 が 必 要 で あれ ば
,POLABLコ マン
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ドに よ り フ ァイ ル名 を指 定す る。

フ ァイル 名 を 指定 せ ず,直 接 領域 を 指定 す る場 合 は,FROM,TO

コマ ン ドに よ り指定 す る。

・ 以上 の準 備 完 了 を確 認 の上 ,GOコ マ ン ドを入 力す る。

・ 変換 が完 了す れ ば,下 記 の メ ッセ ージ が表 示 され る 。

"WRITEOK"

ttFDDFROMT1
,NlTOT2,N2"

(例)

標 準 コー ドのPTをFDDへ,領 域 を直接 指定 して変 換 す る。

INPUT△PT↓/入 力媒 体 指 定.

OUTPUT△FDD↓/出 力媒 体 指定

FROM△1,1↓/領 域 指定(開 始 番 地)

TO△76,52↓/〃(最 終 番地)

GO↓ 、/変 換 指 示

WRITEOK/〃 完 了 表 示

FDDFROM1,1TO1,9/領 域 表 示

②COMPコ マ ン ド

・GOコ マ ン ドと同様 の準 備 を行 ない,COMPコ マ ン ドを 入 力す る。

(例)

GOで 変 換 され たPT,FDDの 内容 を比 較 す る。

INPUT△PT↓ ・/入 力媒 体 指定

OUTPUT△FDD↓/出 力媒 体 指定

FROM△1,1↓/領 域 指 定

TO△1,8↓/"

COMP↓/比 較 指示

COMPOK/〃 完 了表 示

FDDFROM1,1TO1,9/領 域 表示
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5.4.23^FDD→PT変 換

(1)入 力 コマ ン ド

●

・NPUT△{F2D}↓

・UTPUT△{P、T}↓

・N・・D△{A6C須C〆}↓

・TC・D△{AgC/E?ci:::}↓

ILABI」 △ ×× ↓

FROM△ × ×,× × ↓

TO△ × ×,× × ↓

FD↓

GO↓

・COMP↓

DUMP△{ill}↓

L・ST△{li}↓-

Break

CONT↓

EOJ↓

麿

② 操 作方 法

・FDD,PTを 所 定 の方 法 で 装着 し,INPUT及 びOUTPUTコ マ ン

ドを 指定 す る。

・ コー ド系 を指 定 す る。

・ 紙 テ ープに フィ ー ドが 必 要 で あれ ば ,FDを 指定 す る。

・ 入 力媒 体 のFDDに フ ァイ ル 名 の指定 が 必要 で あれ ば ,ILABLコ マ

ン ドで 指定す る。 フ ァイル 名 によ らず,直 接 領 域 指定 で あ れ ば,FROM,

TOコ マ ン ドで領 域 指定 を 行 な う。
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・ 以 上 の準 備 を 確認 の 上,GOコ マ ン ドを入 力 す る。

・ 変換 が完 了すれ ば,下 記 の メ ッセ ージが 表示 され る。

"WRITEOK"

"FDDFROMT1
,NITOT2,N2"

(例)

標 準 コー ドで,"TEST三1"の ファイル名 のデ ータをPTへ 変換 す る。

INPUT△FDD↓/入 力 媒体 指定

OUTPUT△PT↓'/出 力媒 体 指 定

ILABL△17↓/ラ ベ ル 指定

TEST-1↓/フ ァイル名 入 力

CTRL/G'/入 力終 了 指示

LABELFOUND/フ ァイル 名 検 出表示

GO↓/変 換 指示

WRITEOK/〃 完 了表示

FDDFROM1,1TO1,9/領 域 表示

(2)COMPコ マ ン ド

・GOコ マ ン ドと同様 の準備 を 行 な う。

但 し,入 力媒 体 にPT,出 力媒 体 にFDDを 指定 して行 な う。

(例)

INPUT△PT↓/入 力媒 体 指 定

OUTPUT△FDD↓/出 力媒 体 指 定

GOLABL△17↓/ラ ベル 指定

TEST-1↓'/フ ァイル 名入 力

CTRL/G/入 力終 了 指示
　

LABELFOUND/フ ァイル 名 検 出表 示

COMP↓/比 較 指示

COMPOK/〃 完 了表 示

FDDFROM ,1,1TO1,9/領 域 表示
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'

5.4.24CD→ROM変 換

(1)入 力 コ マ ン ド

CDINPUT△{}↓

・UTPU・ △{R2M}↓

GO↓

COMD↓

DUMP△{ili}↓

L・ST△{li}↓

Break

CONT↓

EOJ↓

② 操 作 方法

①GOコ マ ン ド

・ コ ー ド系 はCDが29コ ー ド,ROMが2進 数 と規 定 す る。

・ カ ー ドにお け る フ ォ マ ッ トは,16進 数2桁 がROM1バ イ トに相

当す る。

・ デ ー タ間 の 区切 り記号 は な く桁数 で決 る。 ブ ラ ン ク ・コ ー ドが2桁

以 上 連 続 して いれ ば,デ ー タ終 了 とな る。

・ 入 力 すべ きカ ー ド ・デ ックを ホ ッパ ー に セ ッ トして ,CLEAR鉛

及 びSTART鉛 を押 下 す る。

●

●

.ROMは プ ログ ラム ・ソケ ッ トに セ ッ トす る。

以 上 の 準備 を確 認 の上,GOコ マ ン ドを入 力す る。

変 換 が完 了す れ ば,下 記 の メ ッセ ー ジが表 示 され る。

"ROMCHANGE … …(Y
,N)…?";Y或 はNを 入 力

"WRITEOK"
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(例)

ROM1個 相 当 分 の カ ー ド ・デ ック(12.5枚)をROMへ 変換 す る。

INPUT△CD↓/入 力媒 体 指定;CD

OUTPUT△ROM↓/出 力媒 体 指定;ROM

GO↓,/変 換 指示

ROMCHANGE… …(Y,N)…?N↓/ROM変 換有無;終 了指示

WRITEOK/変 換 完 了表 示

②COMPコ マ ン ド

・GOと 同様 の準 備 を 確 認 の上 ,COMPコ マ ン ドを入 力す る

・ 比較 完 了後 ・
.下記 の メ ッセ ージ が表 示 され る6

ttROMCHANGE … …(Y ,N)…?"

に 対 し,Y;ROM交 換 終 了,N;変 換 を終 了,を 指 示

ttCOMPOK"

(例)
'

変 換 され たROMをCDと 比較 す る。

INPUT△CD↓/入 力媒 体 指定

OUTPUT△ROM↓/出 力媒 体 指 定

COMP↓/比 較 指示

ROMCHANGE… …(Y,N)…?N↓/ROM交 換有無;終 了指示

COMPOK/比 較 完 了表 示

■

勺
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●

5.4.25CD→MT変 換

(1)入 力 コ マ ン ド

INPUT△{CD}↓

MTOUTPUT△{}↓

ORWD↓

・TC・D△{ASC/EBC/'◆ 喬}↓

POLABL△ × × ↓

GOLABI」 △ ×× ↓

OBLGT△ × ××× ↓

OTMSC△ × ×× ↓

TMWT△ × ×× ↓

GO↓

COMP↓

DUMP△{li}↓

L・ST△{1}↓

Break

CONT↓

EOJ↓

② 操作方法

①GOコ マ ン ド

・CD ,MTを 所 定 の方 法で 装 着 し,INPUT及 びOUTPUTコ マ ン

ドを 指定 す る。

MTに 対 し,巻 戻 し指示 を行 な う。(ORWDコ マ ン ド)

・ コ ー ド系 を指 定 す る
。

出力媒 体 のMTに ラベル が 必 要 で あれ ば,POLABLコ マ ン ドに よ
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りラベル を 指定 及 び 指示 を 行 な う。

ラベル ・フ ィール ドとデ ー タ ・フ ィール ド間 に テ ープ ・マ ー クが必

要で あれ ば,TMWTコ マ ン ドによ りテ ープ ・マ ー クを出 力 する。

・ 出力媒 体 のMTが マル チ ・フ ァイ ルで あれ ば ,OTMSCコ マ ン ドに

よ り該当 す る フ ァイル 位置 を探 索 す る。

・ デ ー タ ・ブ ロ ック数 を 指定 す る。標 準 ブ ロ ック数 で あ れば ,指 定 す

る必 要 が な い。

・ 以上 の準備 を確 認 の上 ,GOコ マ ン ドを 入 力す る。

・ 変 換 終 了後 ,下 記 の メ ッセ ージ が表示 され る。

"WRITEOK" ,

'tMTBLOCKN"

(例)

CDを 標準 ブ ロ ック長,標 準 コ ー ド,シ ングル ・フ ァイ ル としてMT

へ変 換 す る。

INPUT△CD↓/入 力媒 体 指 定

OUTPUT△MT↓/出 力媒 体 指 定

ORWD↓/巻 戻 し指示

REWINDEND/〃 完 了表 示

GO↓/変 換 指 示;カ ー ド ・リーダ の ス ター ト釦 押 下 の こ と

WRITEOK/変 換 完 了 表示

MTBLOCK8/出 力 ブ ロ ック数 表示

TMWT△1↓/テ ープ ・マ ー ク出力 指示

TMWRITE .OK/〃 完 了表示

②COMPコ マ ン ドs

・GOコ マ ン ドと同様 の 準備 の 上 ,COMPコ マ ン ドを 入 力す る。

・ 比較 完 了 後 ,下 記 の メ ッセ ージが表 示 され る。
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t℃OMPOK"

CtMTBLOCKN"

(例)

G。 変換 された,D,M,を 比】 。

INPUT△CD/入 力媒 体 指定

OUTPUT△MT
,/出 力媒 体 指定

ORWD↓/巻 戻 し指示

REWINDEND/〃 完 了表 示

COMP↓/比 較 指 示

60MPOK/〃 完 了表示

MTBLOCK9/MT入 力 ブ ロ ック数表 示

5.4.26CD→CMT変 換

(1)入 力 コマ ン ド

・NPUT△{C♂}↓

・UTPUT△{CヅT}↓

他 は,CD→MTと 同様

(2)操 作 方法

・ 入 力媒 体,出 力媒 体 指 定以 外 はCD→MTと 同 様 な ので ,5.4.25を

参照 の こと。
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5.4.27CD→PT変 換

(1)入 力 コマ ン ド

・NPUT△{cp}↓

・UTPUT△{P,T}↓

・N・ ・D△{A6C須C/lll}↓

・TC・D△{A言C/E膨:1:}↓

FD↓

GO↓

DUMP△{舌}↓

L・ST△{ll}↓

Break

CONT↓

EOJ↓

② 操 作方 法

①GOコ マ ン ド.1

・ 入力媒 体,出 力媒 体 を装 着 し,INPUT及 びOUTPUTコ マン ドを・

入 力す る。

・ 入 出 力媒 体 の コー ド系 を 指定 す る。

・ 出力媒 体 のPTに フ ィー ドが必 要 で あれ ば,FDコ マ ン ドを指 定 す

る。

・ 変換指示 を行な う。変換完 了後,下 記の メッセージが表示 され る。

"WRITEOK"
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(例)

標 準 コ ー ド系 でCDをPTへ 変 換 す る。

、NPUT△CD↓/入 力癬 指定

OUTPUT△PT↓/出 力媒 体 指定

FD↓/フ ィ ー ド指示

FEEDEND/〃 完 了表 示

GO↓/変 換 指示

WRITEOK/〃 完 了表示

FD↓/フ ィー ド指示

FEEDEND/〃 完 了表 示

②COMPコ マ ン ド

・GOコ マ ン ドと同様 の準 備 の上 ,COMPコ マ ン ドを 入 力す る。

(例)

GOで 変換 され た,CDとPTを 比較 す る。

INPUT△CD↓/入 力媒 体 指定

OUTPUT△PT↓/出 力媒 体 指 定

COMP↓/比 較 指示

COMPOK/〃 完 了表示
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5.4.28CD→FDD変 換

(1)入 力 コ マ ン ド

INPUT△{CD}↓

OUTPUT△{FDD}↓

・NC・D△{AIC/E号Cク:::}↓

・TC・D△{A6CクE亨Cク

POLABI」 △ ×× ↓

GOLABL△ × × ↓

FROM△ × × ×× ↓

TO△ × × ×× ↓

GO↓

COMP↓

DUMP△{li}↓

HST△{七}↓

Break

CONT↓

EOJ↓

(2)操 作 方法

①GOコ マ ン ド

・CD ,FDDを 所 定 の方 法 で装 着 し,INPUT及 びOUTPUTコ マ

ン ドを 指 定 す る。

・ コ ー ド系 を 指定 す る。 標 準 コー ドであ れば,指 定 す る 必要 が ない6

出力媒 体 のFDDに フ ァイ ル名 が 必要 で あ れ ば,POLABLコ マン

ドに よ りフ ァイル名 を指定 す る。

フ ァイル 名 を 指定 せず,直 接 領 域 を 指定 す る場 合 は,FROM,TO
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コマ ン ドに よ り領域 を 指 定 す る。

・ 以 上 の準 備 を確 認 の上 ,GOコ マ ン ドを入 力す る。

・ 変 換 が完 了 すれ ば,下 記 の メ ッセ ー ジが表示 され る。

c'WRITEOK";変 換完 了表 示

"FDDFROMT1
,NlTOT2,N2";領 域 表 示

(例)

標 準 コー ドのCDをFDDへ 直接 領 域 指定 で 変換 す る。

INPUT△CD↓/入 力媒 体 指定

OUTPUT△FDD↓/出 力媒 体 指定

FROM△1,1↓/領 域 指定

TO△76,52↓ 一/〃

GO↓/変 換 指 示

WR
.ITEOK/〃 完 了 表示

FDDFROM1,1TO1,24/領 域 表 示

②COMPコ マ ン ド

・GOコ マ ン ドと同様 の準 備 の上 ,COMPコ マ ン ドを入 力 す る。

(例)

GOで 変 換 され たCD,FDDを 比較 す る。

INPUT△CD↓/入 力媒 体 指定

OUTPUT△FDD↓/出 力媒 体 指定

FROM△1,1↓/領 域 指定

TO△1,23↓/〃

COMP↓/比 較 指示

COMPOK・/.〃 完 了表 示

FDDFROM1,1TO1,24-/領 域 表 示
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5.4.29KB→ROM変 換

(1)入 力 コマ ン ド

・NPUT△{隅B}↓

・UTPU・ △{R8M}↓

GO↓

COMP↓

bUMP△{ll}↓

L・ST△{li}↓

Break

CONT↓

EOJ↓

1

(2)操 作方 法

①GOコ マ ン ド

・ 被 変 換ROMを プ ロ グ ラ ム ・ソ ケ ッ・トに セ ッ トし,INPUT及 び

OUTPUTコ マ ン ドを 指 定 す る 。

・GOコ マ ン ド入 力 後 ,キ ー ・ボ ー ドよ りROM情 報 入 力 可(テ キ ス

ト ・モ ー ド)と な り,下 記 の 通 り16進 数 を 入 力 す る 。

AB△12△66△C3△00△10△C9△55↓

CD△EF△ △66△33↓　

ピ_一 ∴i㌶ ㌻
及 びROM出 力 指示

変 換 終 了後,下 記 の メ ッセ ージ が表 示 され る。

"ROMCHANGE ……(Y ,N)…?";ROM交 換 有 無

"WRITEOK";変 換 完 了表示
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(例)

KBよ りROM書 込 パ タ ーンを入 力 し,ROMへ 出力す る。

INPUT△KB↓/入 力媒 体 指定

OUTPUT△ROM↓/出 力媒 体 指定

GO↓/変 換 指示

00△11△22△23△44△55△66△77△88△99△AA↓/テ キス ト

BB△CC△DD△FF↓/}入 力

CTRL/G/テ キ ス ト入 力終 了

ROMCHANGE… …(Y,N)…?N↓/ROM交 換 有無

WRITEOK/変 換 完 了表示

②COMPコ マ ン ド

・GOコ マ ン ドと同様 の 準備 の上,COMPコ マ ン ドを 入 力す る。

比較 す る場 合 は,変 換時 と同 じテ キ ス トを すべ て キ ー ・ボ ー ドよ り

入 力 しなけ れ ば な らず,ROM内 容 を 目視 で 確認 す るので あれ ば,

DUMPコ マ ン ドが 望 しい。

(例)

INPUT△KB↓

OUTPUT△ROM↓

COMP↓

00△11△22△33△44△55△66△77△88△99△AA↓

BB△CC△DD△FF↓

CTRL/G

COMPOK
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5.4.30KB→CMT変 換

(1)入 力 コ マ ン ド

INPUT△{KB}↓

OUTPUT△{CMT}↓

ORWD↓

・TC・D△{ASC須C/'"}↓

POLABL△ × × ↓

GOLABL△ × × ↓

OBLGT△ × ××× ↓

OTMSC△ ××× ↓

TMWT△ × ××↓

GO↓

COMP↓

DUMP△{H}↓

L・ST△{晋}↓

Break

CONT↓

EOJ↓

② 操 作方 法

①GOコ マ ン ド

・GOコ マ ン ド入 力 され る と,テ キ ス ト ・モ ー ドとな り キー ・ボ ー ドよ

り入 力可 とな る。

・ テ キ ス トを 入 力 し,CRTL/Gを 入 力す る と,指 定 され た ブ ロ ック

長 毎 にCMTへ 変 換 され る。

・ 出力媒体 のCMTラ ベ ル或 は フ ァイ ル に関 して は他 の変換(× ×→
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P

CMT)と 同様 で あ る。

(例)

KBよ りテキ ス トを 入 力 し,標 準 コー ド,標 準 ブ ロ ック長 のCMTへ

変 換 す る。

INPUT△KB↓/入 力媒 体 指定

OUTPUT△CMT↓/出 力媒 体 指定

ORWD↓/巻 戻 し指 示

REWINDEND/〃 完 了表 示

GO↓/変 換 指 示

AAAA↓/

BBBB↓/}テ キス ト旭

CTRL/G/テ キ ス ト入 力終 了

WRITEOK/変 換 完 了表示

CMTBLOCK2/出 力 ブ ロ ック数 表 示

②COMPコ マ ン ド

テ キ ス トを再度 入 力 しな けれ ば な らな いの で,DUMPコ マツ ドを利 用

'
し て 目視 で比 較 した 方 が望 しいo
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5.4.31KB→PT変 換

(1)入 力 コマ ン ド

・NPUT△{KP}↓

・UTPUT△{P,T}↓

・TC・D△{AIC/EPC/:::}↓

FD↓

GO↓

COMP↓

DUMP△{吾}↓

LIST△{ili}↓

Break

CONT↓

EOJ↓

,

② 操作方法

①GOコ マ ン ド

・GOコ マ ン ド入 力後 ,テ キ ス ト ・モ ー ドとな る。

テ キ ス トを 入 力終 了 し,CTRL/Gを 入 力 す る と,変 換 を 行 な う。

予 めPTフ ィー ドが 必要 であれ ば,FDコ マン ドを指 定 す る。

・ 変換 が完 了す る と,下 記 の メ ッセ ー ジが表 示 され る。

"WRITEOK"
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(例)

KBよ り入 力 し,標 準 コ ー ドでPTへ 変 換 す る。

INPUT△KB↓/入 力媒 体 指 定

OUTPUT△PT↓/出 力媒 体 指定

FD↓/フ ィー ド指 示

FEEDEND、/〃 完 了表示

GO↓/変 換 指示

AAAA↓/

}テ キ ス ト入 力

BBBB↓/

CTRL/G/テ キ ス ト入 力終 了

WRITEOK/変 換 完 了表 示

FD↓/フ ィ ー ド指 示

FEEDEND/〃 完 了 表示

(2)COMPコ マ ン ド

・DUMPコ マ ン ドを利 用 し,目 視 で比 較 した方 が望 しいo
＼

ン
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Wユ ー テ ィ リテ ィの 運 用

6.1プ ロ グラム 登録

6.1.1プ ロ グラ ムの起 動

ジ ョブ管理 の レベル で,下 記 の ジ ョブ ・コマ ン ドで 起動 す る。

/PREG↓'

6.1.2パ ラ メ ータの 入 力

起 動 後,下 記 の通 りパ ラメ ー タ入 力 のた め の メ ッセ ージが 表示 され るの で,

所 定 の 方 法で 入 力 す るg

(1)PROGRAMNAME==× ××××× ↓

登録 す べ きプ ロ グラ ム名 を最 大6文 字 入 力 し,復 帰 コ ー ドを 入 力す る。

既 に,同 一 名 の プ ログ ラムが登録 され て い れ ば,

1"FOUND"

の メ ッセ ージを表 示 し,再 度 同上 の メ ッセ ー・ジが表示 され る。

プ ログ ラム名 を 入 力せ ず に,復 帰 コー ドのみ 入 力す れ ば,ジ ョブ管 理 へ

戻 るo

(2)RAMADDRESS=× ××× ↓

FDDよ りRAMへ 転送 され るア ドレスを16進 数 で 指 定 す る。

入 力 す る ア ドレス は,tt2400"番 地 以 降 を 指定 す る。

(3}EXECUTEADDRESS=× ××× ↓

実 行 開始 ア ドレス を16進 数 で 指 定 す る。

RAMADDRESS… ≦EXECUTEADDRESS

で あ る こと。
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0

EXECUTEADDRESS入 力 後 紐 テ ー プ(オ ブ ジ ェ ク ト)を ロー デ ィ

ン グ し,登 録 す る 。

6.1.3エ ラ ー ・メ ッセ ー ジ

(1)ttFOUND"

同 一 の プ ロ グ ラ ム 名 が 指 定 され た 場 合 。

(2)ttDIRECTORYOVER"

規 定 要 素数(208)以 上 の プ ロ グ ラ ム を 登 録 しよ う と し た 場 合 。

(3)"ADDRESSERROR"

紙 チ ー フ。のORG(ORIGIN)がct2400"番 地 以 降 に な い 場 合 。

(4)ttSUMCHECKERROR"

紙 テ ー プ が サ ム ・チ ェ ッ ク ・エ ラ ー と な った 場 合

(5)ttFILEOVER"

プ ロ グ ラ ム 実 体 登 録 領 域 が 不 足(76ト ラ ッ ク,52セ ク タ)し た場 合 。

6.2プ ログ ラム削 除

6.2.1プ ログラム の起 動

下記 の ジ ョブ ・コマ ン ドで起 動 す る。

/PDEL↓

6.2.2パ ラ メ ータの入 力

PROGRAMNAME=× ××××× ↓

削除 す べ きフ。ログ ラム名 を最 大6文 字 入 力 し,復 帰 コ ー ドを 入 力す る。

プ ロ グ ラム名 を入 力せ ず,復 帰 コ ー ドの み入 力す れ ば,ジ ョブ管理 へ戻 る。

PROGRAMNAMEに 対 し,入 力 を終了 す ると,該 当 す るプ ログ ラムが

削 除 され る。

尚,プ ログ ラム名 を入 力 ぜ ず,直 接CTRL/Gを 入 力す れ ば,プ ログ ラム
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・デ ィ レ ク トリが 初 期化 され ,す べ ての 登録 プ ログ ラムが 削 除 され る。

6.2.3エ ラ ー ・メ ッセ ージ

ttNOTFOUND"

指定 され た プ ロ グ ラムが探 索 され な か った場 合。

6.3デ ィ レク トリ ・ダ ンプ

6.3.1プ ロ グラ ムの 起動

下 記 の ジ ョブ ・コマ ン ドで 起動 す る。

/PDUMP↓

/PDUMP↓ が 入 力 され る と,予 め 指 定 され た 出 力機 器(/SYCR,

/SYTYジ ョブ ・コマ ン ドで指定 され る)に 下 記 の フ ォマ ッ トで 出 力され る。

DIRECTORYLIST

PNAMERAMADDEXTADDFRMADDTOADD

×××××× ×××× ×××× ×××× ××××

L,DD登 録最終翻

L
(ト ラック,セ クタ)

転 送RAM番 地FDD登 録 開始番地

6.4FDDイ ニ シ ャ ラ イ ズ

6.4.1媒 体 の 装 着

イ ニ シ ャ ライ ズ す べ き 媒 体(FDD)をUNIT2側 に 装 着 す る 。

6.4.2プ ロ グ ラ ム の 起 動

/FDIZ↓
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●

/FDIZで イ ニ シ ャ ラ イ ズが 開 始 され,終 了 す る と下 記 の メ ッ セ ー ジ が 表

示 さ れ る。

'tFORMATEND"

6.5テ ス ト ・プ ロ グ ラ ム

6.5.1プ ロ グ ラ ム の 起 動

ジ ・ブ ・・マ ン ド一覧 表 規定 され た ・マ ン ドで起動 る・

6.5.2テ ス ト結 果

各 テ ス ト ・プ ログ ラムの メ ッセ ージ を確 認 す る。

∀
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付 表 一1媒 体 変換 時完 了 メ ッセ ー ジ

項番 完 了 メ ッセ ー ジ 対象媒体 備 考

1 REWINDEND MT,CMT 巻戻 し完了

2 TMWRITEOK 〃 テ ー プ ・マ ー ク 出 力 完 了 、

3 TMSEARCHEND 〃 テ ープ ・マ ー ク探 索完 了

4 LABELFOUND MT,CMT

FDD

ラベル 探 索完 了

但 し,FDD出 力 の場 合 は

エ ラー ・メ ッセ ージ と な る

6 MTEOT MT,CMT EOT検 出

7 MTBLOCK× ××× 〃 MT入 力或 は 出力 ブ ロ ック数

8 CMTBLOCK× ××× 〃 CMT入 力或 は 出力 ブ ロ ック数

9 TMFOUND 〃 テープ ・マーク検出(ラ ベル入 力時)

10 BREAK 共 通 中断指示認識完了

11 FDDFROM× ×,× ×

TO× ×,× ×

FDD FDD入 力或は出力領域

12 FORMATEND 〃 イ ニ シ ャ ライ ズ完 了

13 FEEDEND PT フ ィ ー ド出力完 了

14 ROMCHANGE… …

(Y,N)…?

ROM ROM交 換有無Y:交 換完 了指示

N:変 換 終了指示

15 WRITEOK 共 通 変換完了

16 COMPOK 〃 比較完了

17 DUMPOK 〃 ダンプ完了
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付

項番 エ ラ ー ・ メ ッ セ ー ジ 対象媒体 備 考

1 CE COMMANDERRORを 意 味 し,

規 定外 の ジ ョブ ・コマ ン ドを 入 力

した こ とを 示 す。

2 NF FDD NOTFOUNDを 意 味 し,対 象

プ ロ グ ラム がFDDに 不在 で あ る

ことを示 す。

3 RE FDD READERRORを 意 味 し,FD

⊥ D入 力時 に エ ラーが 発生 した こ と

を 示す 。

t
鴫

つ
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(2)媒 体 変換 時

項番 エ ラ ー ・ メ ッ セ ー ジ 対象媒体 備 考
9

1 COMMANDERROR 規定 外 の コマ ン ド又 は オペ ラン ド

を 間違 って入 力 した ことを示 す。

2 MEDIANOT

'

SPECIFIED

入 出 力媒 体 を 指定 しな いで,指 示

コマ ン ドを 指定 し た こ とを 示す 。

3 TMWRITEERROR MT,CMT テ ープ ・マ ー ク出 力時 エ ラーが発

生 した こ とを 示す 。

4 TMNOTFOUND

,

MT,CMT
F

テ ープ ・マ ー ク探 索指示 の結 果,

テ ープ ・マ ー クを 探 索で きなか っ

た ことを示 す 。

5 1」ABEIＬNOTFOUND MT,CMT

FDD

ラベル が 探 索 で きな か った こ とを

示 す 。

6 LABELFOUND FDD FDDに ラベル 出 力時 名 前が 重複

して い るこ とを 示す 。

7 WRITEERROR 共 通 変換 エ ラー

8 COMPNG 共 通 比 較 エ ラ ー

9 READERROR 共 通 入力媒体或は入力装置 にエラーが

発生 した ことを示す。

10 NOTERASE ROM 出力用ROMが 消去 され てなか っ

たことを示 す。

11 WRITEPROTIi】CT MT,CMT 出 力用媒 体 で プ ロテ ク ト ・リン グ

が セ ッ トされ て な い ことを 示す 。
、

12 ×××NOTREADY 共 通 ×× ×装置 に電 源 が入 って ない こ

とを 示す。
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